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第３回定例会議事日程（第２号） 

 

第１ 一般質問 

  大六野一美君 

   １．市長選挙について 

    （１）６月議会の一般質問で「熟慮を重ねている」との答弁であったが、進退の決断につ

いて伺う。 

    （２）継続の判断であれば、本市の最重要課題は何と考えるか。また、勇退の決断であれ

ば、後継を含め田畑市長の政治姿勢を引き継げる人がベストと考えるがいかがか。 

   ２．人口減少社会について 

    （１）人口減少社会に対する歯止策をどのように考えるか。 

    （２）平成27年にこの問題を一般質問した経緯がある。当然に国策での対応が必要だが、市

独自の対策も必要と考えるがいかがか。 

  東 育代君 

   １．指定管理者制度導入の成果について 

    （１）各施設の運営管理と市民サービスの状況について伺う。 

    （２）都市公園（北部17施設・南部18施設）の整備状況について伺う。 

    （３）いちき特産品直売所（季楽館）及びパークゴルフ場の運営・管理の状況について伺う。

また、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う納付金への影響はどのようか。 

  中里純人君 

   １．市長の政治姿勢について 

     過去４年間の評価とマニフェストの達成状況及び現状についての見解を伺う。 

    （１）人口減少の現状と移住・定住策について伺う。 

    （２）新たに通勤・通学補助制度の導入はできないか。 

    （３）新型コロナウイルス感染症対策の効果や評価及び本市経済への影響と今後の見通しに

ついて伺う。 

    （４）ふるさと納税の地場産業への効果と今後について伺う。 

    （５）自然エネルギーの拡大について伺う。 

   ２．新型コロナウイルス感染症対策について 

    （１）本市の感染の現状と対応について伺う。 

    （２）ワクチン接種について伺う。 

    （３）小中学校の新型コロナウイルス感染症対策及びオンライン授業について伺う。 

   ３．キオビエダシャク対策について 

     キオビエダシャクの発生状況及びイヌマキへの被害状況と対策について伺う。 

  西別府 治君 

   １．コンパクトシティ＋ネットワークの立地適正化計画について 

    （１）立地適正化計画の進捗状況について伺う。 

    （２）16地区の地域生活拠点と誘導区域の連携について伺う。 

    （３）立地適正化計画を活用した「まちづくり」戦略について伺う。 

   ２．英語教育の推進について 

    （１）英語教育の現状について伺う。 

    （２）小学校学年別の「言語活動」の目指す方向について伺う。 

    （３）英検Ｊｒ.（オンライン版）を活用した学習ができないか伺う。 

    （４）中学校での英語学習状況の可視化について伺う。 

    （５）中学３年生を対象に英語４技能検定「ＧＴＥＣ」を導入できないか伺う。 
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    （６）「使える英語」を目指す教育について伺う。 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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本会議第２号（９月９日）（木曜） 

 

 出席議員  １５名 

     １番  吉 留 良 三 君       ９番  中 里 純 人 君 

     ２番  江 口 祥 子 君      １０番  東   育 代 君 

     ３番  松 崎 幹 夫 君      １１番  西別府   治 君 

     ４番  田 中 和 矢 君      １２番  竹之内   勉 君 

     ５番  平 石 耕 二 君      １３番  原 口 政 敏 君 

     ６番  中 村 敏 彦 君      １４番  （欠員） 

     ７番  大六野 一 美 君      １５番  福 田 清 宏 君 

     ８番  濵 田   尚 君      １６番  下迫田 良 信 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員   なし 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局       長  岡 田 錦 也 君   主       査  福 谷 和 也 君 

補       佐  石 元 謙 吾 君   主       任  橋之口 健 志 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

市       長  田 畑 誠 一 君   消   防   長  平 石   剛 君 

副   市   長  中 屋 謙 治 君   経 営 改 革 課 長  出 水 喜三彦 君 

教   育   長  相 良 一 洋 君   都 市 建 設 課 長  吉 見 和 幸 君 

総 務 課 長  山 﨑 達 治 君   農 政 課 長  下 池 裕 美 君 

企 画 政 策 課 長  北 山   修 君   シティセールス課長  長 﨑   崇 君 

財 政 課 長  出 水 喜三彦 君   健 康 増 進 課 長  猪 俣 勝 人 君 

市 来 支 所 長  橋 口 昭 彦 君   学 校 教 育 課 長  藏 薗 孝 一 君 

教 育 総 務 課 長  瀬 川   大 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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令和３年９月９日午前10時00分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（下迫田良信君） おはようございます。こ

れから本日の会議を開きます。 

────────────── 

   △日程第１ 一般質問 

○議長（下迫田良信君） 日程第１、一般質問を行

います。 

 これより、通告順により、順次、質問を許します。 

 まず、大六野一美議員の発言を許します。 

   ［７番大六野一美君登壇］ 

○７番（大六野一美君） おはようございます。 

 私は、多くの市民の声を基に、通告をいたしまし

た２件について、市長の御所見をお伺いをいたしま

す。 

 １件目は、様々な声があり、辞めるなコールや、

実年齢だけではない、実働年齢で若いから継続を望

む声が多いことは承知をしております。 

 しかしながら、一方、日本一の高齢市長となられ

たことで、少数ではありますけれども、市長の意思

を酌む後継者を育てるべきとの声がないこともない

現況かと思っております。 

 いずれにしても、期近に迫った市長選挙に向けて、

どのように対応されるつもりなのか。６月議会での

私の一般質問に、「様々な声があり、熟慮中である」

との答弁でありました。今なお熟慮中なのか、それ

とも出処進退の結論を出されているのかを伺うもの

です。 

 今回の出処進退については、継続を望む多くの声

がある中で、大変悩ましい問題であるとも推察をい

たしました。いろいろと想定される中で、どのよう

な結論を出されるのかお伺いをし、壇上からの質問

といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） おはようございます。 

 大六野一美議員の御質問にお答えいたします。 

 ６月議会でも申しました。私は、市長就任以降、

我がまちいちき串木野市を誇りと愛着を持てるまち、

そして、選択されるまちへと前進、発展させたいと

いう思いで、議会の皆さんと真摯に市政のかじ取り、

施策に取り組んでまいりました。 

 御質問の趣旨であります私自身の進退につきまし

ては、今回をもちまして、市長の職を引くことを決

意いたしました。 

 市長就任中の長きにわたりましては、市民の皆様

の御理解と御協力、さらに市民の代表であられる市

議会の皆様方の大所高所からの御指導、御鞭撻、市

政を担う職員一同の苦労と努力など、あらゆる分野

において市民の皆様方に支えていただき、今日まで

務めることができました。凡夫な私の身では大変も

ったいないほどありがたく、心から感謝を申し上げ

ます。 

 時は令和新時代であります。人口減少、少子高齢

化や新型コロナウイルス対策などと課題は多くあり

ますが、今後のいちき串木野市政は新しい人に新し

い感覚で勇猛果敢に牽引してほしいと願っているも

のであります。 

○７番（大六野一美君） あまりにも、市長、今期

をもって引退をいたしますという言葉に恐らく議場

全体唖然としておる、そういうことであろうと思い

ます。 

 私も６月議会でも申しましたけれども、「日本一

の高齢市長になったけど、実働若いじゃないか。も

う一度きばってもらわんか」という声が大多数であ

りましたので、恐らく７割継続、３割勇退という思

いの中で、今、市長の姿勢を問うているんですが、

今回勇退するという背景に至った一番大きな要因は

何なんですか。先日けがをされたその骨折が要因な

んでしょうか。 

 それもこれも一つの要因であろうと思うんですが、

これだけ多くの辞めるなコール、あるいは継続を望

む声がある中で、いとも簡単に勇退しますというこ

とは、ある意味市政の投げ出しとも受け取られても

仕方がないというような状況ではないのかな。その

ために６月議会から熟慮されて、今も熟慮中なのか、

それとも結論を出されているのかということで問う

たんですけれども、いとも簡単にあっさりと「今期

限りだ」という答弁をもらいまして、次の言葉が出
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ないぐらい、大変、ある意味むなしい気持ちでこれ

から続けないかんということなんですが、市長、一

番大きな要因は何なんですか。 

○市長（田畑誠一君） 市民の皆様方のお声を基に

されて、大変ありがたいお言葉を賜っております。

至らない身でありますから、高齢じゃないかとか、

長いじゃないかとか、たくさん御批判があろうかと

思っております。 

 しかし、反面、これまでかつてない多くの方々か

ら、「辞めるな」「非常事態だ」「続けろ」と、

「元気だったらいいじゃないか」という励ましの声

をたくさんいただきまして、随分熟慮を重ねました。 

 骨折のことにつきましては、これは私の不注意で、

市民の皆様方に大変御迷惑をおかけして、議会の皆

様方にも申し訳ないと思っております。しかし、け

がのほうはおかげで単純骨折で順調に回復をしてお

りますので、程なく全治に向かうものと確信をいた

しております。進退について、そういったことで、

けが云々ということは全くございません。 

 ただ、とにもかくにも、先ほど申し上げましたと

おり、時代は大きく変化しております。令和新時代

であります。この新時代に、いつまでも高齢者の私

がここでかじ取りをさせてもらうのはやっぱりよく

ないと、時代の要請に応えてないという思いで、最

終的に新しい人に新しい感覚で積極果敢ないちき串

木野市政を引っ張っていってほしいと、そういう思

いで決意をしたところであります。 

 ありがたいお言葉をいただきまして、誠にありが

とうございます。 

○７番（大六野一美君） 市長が熟慮に熟慮を重ね

た結果、様々な状況の中で勇退を決定された。それ

はそれとして尊重をしなければならんだろう。尊重

することとしながら、過去、市長が長きにわたって

市政を担ってこられたことに大変感謝をしながら、

あるいは、市長が一番施策として実行されて思い出

に残っている等々、どういうものが記憶に残ってい

らっしゃいますか。 

○市長（田畑誠一君） これまで展開してきた施策

についての成果を述べてみよということではないか

と思いますが、これまでの成果につきましては、何

といいましても市民の皆様の御理解と御協力、そし

て、市民の代表であられる議会の皆さん方の御指導

を賜りながら、一緒に協議して結論を出して前へ進

んでまいりました。 

 たくさんございますけれども、少し主なものにつ

いて申し上げますと、まず、ハード面で申し上げま

すと、念願でありました何十年来の総合体育館の建

設、日本の近代化に尽力した薩摩藩士の功績を後世

に伝えるための薩摩藩英国留学生記念館、老朽化し

た給食センターの建設、災害に備えての防災センタ

ーの建設、環境維新のまちづくりとしていちき串木

野電力の設立や風力発電の誘致、市民生活に大事な

最終処分場の建設、教育環境の整備として市内各学

校の耐震工事や空調設備の整備、観音ヶ池市民の森

の磨き上げ事業、念願の戸崎漁港の浮桟橋の建設、

これまた念願でありました市来川南地区のほ場整備、

市来地域の日置市にまたがる林道の整備などなどで

あります。 

 ソフト面につきましては、何といいましても少子

化対策、子育て支援対策として子育て支援センター

の開設、基幹相談支援センターの設置、市立ハロー

ワークの開所、近隣都市との連携協力、市来地域の

祇園祭や七夕踊等に代表される文化振興を通した地

域づくり、人づくりを行ってきました。 

 大事な企業誘致にも力を入れて、今回、新たに西

薩中核工業団地へ株式会社エルス、株式会社ヒガシ

マル、プリマハム株式会社の３社が新工場を建設さ

れる運びとなり、近々起工式が行われます。したが

いまして、55ヘクタールありました工業団地はおか

げさまでほぼ埋まって、残り1.3ヘクタールを残す

のみとなりました。したがいまして、議会の皆様方

に、これからの将来の企業誘致としての市来地域、

串木野地域の調査予算を、次に備えてお願いをして

いるところであります。 

 まだまだいろいろありますけれども、あれもこれ

も議会の皆さん方と協議した両者の合作だと私は思

っております。 

 以上、主なものについて申し上げました。 

○７番（大六野一美君） 今、西薩中核工業団地の

話をされました。かつて旧串木野市時代に、当時、
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私が調べたところ、三十数億円の予算規模のときに

1,000億円を超える大きな投資をして西薩中核工業

団地が造られておるんですね。がゆえに、今、市長

が縷々述べられました体育館の問題、何の問題にし

てもほかの部分が遅れた。これはどうしても否めな

い事実だろうと。それを市長が長きにわたって一つ

一つ実現をされてきた。それは、私も市長が就任以

来、いろいろと見聞きしてきましたので実感をして

おりますけれども、まだまだ、市長、これから本市

が本市であるべき姿になるためにはもうちょっと何

かすべきことがあったような気もするんですね。 

 人口減少対策について云々ということも、市長が

継続をされるという前提でここにこの項を持ってき

ております。それはそれとしながら、市長が勇退す

るという結論を出された以上、そのことについては

尊重しながら２番目に移りますけれども、継続とい

うことでの私の思いで質問を掲げておりますから、

本市の重要課題は何と考えているのかということで

お聞きをしたかったんですが、まだ11月まで任期は

ありますので、今なお市長が継続されるとすれば、

一番の課題、案件は何だとお考えですか。 

○市長（田畑誠一君） 本市に限らず、我が国の内

政課題の最重要課題は人口減少社会です。 

 我が国は、ずっと人口は毎年伸びてきたんであり

ますけど、平成20年を境に減少の一途をたどってお

ります。したがいまして、本市にとりましても最も

最重要課題というのは何といいましても人口減少、

少子化だと考えます。とてもまた難しい問題だと思

いますが、そんな中でめげずに、本市の特色を活か

した食のまちづくり、県都鹿児島市と北薩の雄都薩

摩川内市と西回り自動車道でつながっております。

時間的に距離が短いという地の利を活かして、県都

鹿児島市、北薩の雄都薩摩川内市とお互い競い合っ

て発展しなけりゃいけない。言葉は悪いですが、埋

没してはいけないと思っております。 

 したがいまして、競い合う形で発展をし、第２期

いちき串木野市総合戦略における持続可能なまちづ

くりを進めて、人口流出に歯止めをかけなければな

らないというのが一番の課題だと思います。 

 もちろん産業の振興、一次産業だ、二次産業だ、

たくさんあります。でも、一番の課題はやはり少子

化、人口減少だと思います。そのことを一番の最重

要課題として今後も取り組むべきだというふうに、

それを目指してあらゆる施策を展開すべきだと思っ

ております。 

○７番（大六野一美君） もはや勇退をするという

決断でありますから、後継を含め、市長の政治姿勢

を引き継げる人がベストと考えますが、そういう点

で、市長の基本的な考え方をお聞かせください。 

○市長（田畑誠一君） 市長の職を引くという決意

を申し上げました。 

 後任のことでありますけれども、それはもちろん、

市民の皆様が選挙でお選びになられることでありま

す。 

 ただ、あえて私個人の考えを言わせていただきま

すと、やはりリーダーとして市の現状を理解をして、

市政全般の実務に精通して、これまでの実績等もあ

る、さらに大事なことは、郷土愛に富んでおられる

方、こういう方が私は望ましいと思っております。

そして何といってもパッション、情熱ですね。それ

から使命感ですね。ミッション。使命感。もう一つ

大事なのはアクションという、そういう力を常に使

命感として持って職務に当たる、先頭に立つと、そ

ういう気迫の人が望ましいと思います。 

 議会の皆さんと協議をしながら、第２期いちき串

木野市総合戦略や第四次いちき串木野市行政改革大

綱も制定をしてもらっております。この制定した第

２期いちき串木野市総合戦略、第四次いちき串木野

市行政改革大綱に沿って、本市の未来への展開を力

強く切り開いていただく、こういう方が望ましいと

考えております。 

○７番（大六野一美君） 期近で残り少なくなった

その期間の中で、市長がどういう人を考えておられ

るのか。どういう人が立候補されるのか。それによ

っていろいろ変わってはくるんでありましょうけど、

そこらはしっかりと市長が長年培われてきた人脈や

いろんなもろもろを引き継げるような体制で、スム

ーズにいくような後ろ楯をしていかないかんだろう

ということを強く思いますので、そこらはしかるべ

き時期にしっかりと市民にアピールをしていただき
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ながら、市長の思いを後々つないでいくような形に

なるよう強く思うところですが、そういう市長の思

いもお聞かせください。 

○市長（田畑誠一君） ただいま御意見を賜りまし

た。そういう形でしっかり自分の思いを継承してい

ただく、そのような方にお願いをしたいと考えてお

ります。 

○７番（大六野一美君） 市長のその姿を見ますと、

あまり何回も立ったり座ったりさせるわけにはいか

んなという思いをしながらあえてもうちょっと時間

をいただきますが、そのことはそういう方向で、し

っかりとつながる人をつなげるように後押しをして

いただきたい。その人が判明したときにはまた我々

にもお教えをいただきたいと。 

 今回の選挙同様、漏れることなく、誰も言わんじ

ぽそっとやられますとね、なかなか戸惑う部分も結

構ありますので。この話、私のところに何人も電話

が来たり、人が見えました。「市長はいけんしやっ

たろかい」ち。「６月議会で熟慮中である。だから

それ以上もそれ以下もないんだよ」と。「聞きたけ

れば本人に聞きなさい」ということで私は答えるし

かなかったんですけれど、急に「私は今期まで」な

んてやられますと、非常に戸惑いを感じながら、市

長のその意を尊重したいと。そして、くどいようで

すが、市長の思いは通じて、後々の本市の繁栄につ

ながるような道しるべをつくっていただきたいとい

う思いを伝えてこの項を終わります。 

 次に、人口減少対策についてでありますけれども、

私はこの件についても平成27年、フランスの例やロ

シアの例を取って質問をいたしました。 

 確かに幼児から小学校、中学校、高校まで無料化

とか、いろいろ他市に先駆けて施策をされたことは

重々承知をしております。それでも人口減少に歯止

めがかからない。当然、国策としてやるべき問題で

すけれども、本市でできる最大の施策は何なのか。

市長、今回で勇退されるとはいえ、次につなげる意

味でもしっかりと引き継いでいかないかん大きな問

題だろうと思います。 

 かつて中国は一人っ子政策で、二人おれば罰金を

取って、３人目は無戸籍が多いというふうに聞いて

おりましたけど、今や、あの中国ですら「３人でも

よかど」ということで、奨励をしながら施策を、今、

打ち出してきている。発展途上国はまだ人口が増え

る現状ではありますけれども、先進国とされる国は

ほとんど減ってきているんですね。だって、フラン

スなんかは一.幾らだったのかな。それが施策によ

って二.何ぼまでＶ字回復をしたこの結果、当然、

先ほど言いましたように、国策でやるべき案件なん

です。しかしながら、本市の施策の中で最大何がで

きるのか、何をせないかんのかということは、これ

は市長としての責務であろうというふうに僕は思う

んですよ。 

 ロシアなんかは子どもが４人いれば一軒家をくれ

てとかいう、平成27年の私が調べた範疇ではでした

けど、それが本市の立場で本市の財政でどこまでで

きるか否かは別として、もうちょっと大胆にばっと

することも一つの大きな要因だろうと思います。

「ちまちまちまとせずに」と言ったら、市長は平成

21年、けげんな顔をして、穏やかな市長が声を荒げ

られましたね。その記憶はまだ脳裏に焼きついてお

りますけれども、ただ小さな補助も大事です。限り

ある財源の中ですべきこと。５年後、10年後に向け

てしなきゃいかんこと。今は大事ですよ。今生きて

いる人については。だけど、今を生きる人も将来を

生かすためには辛抱してもらう部分は辛抱してもら

う。そこらのめり張りをつけんと。 

 それは誰だってそうですよ。金をずんばいもろう

て出すもんは出さんじ、何もかいもただは一番いい

です、それは。だけど、国民が汗水垂らして働いた

税金で世の中が回っていますのでね。限りある財源

の中で、少子化対策について最大、マックス、市長

が行うとすればどういうことが考えられますか。 

○市長（田畑誠一君） 人口減少問題というのは、

もう、先ほど申し上げましたとおり、我が国にとっ

て最大の課題であります。毎年何十万人ずつ人口が

減っているということでありますが、鹿児島県でも

この間の調査としたら６万人だったと思いますが、

減少をしております。 

 先ほどフランスの例をお話しになりました。責任

を転嫁するわけでありませんけれども、市町村は市
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町村でそれなりに役割を果たさなきゃいけないのは

もちろんでありますが、おっしゃいますとおり、私

は第一義的にはこの少子化対策というのは国家の課

題だと思っております。 

 フランスの例を申し上げられましたので、私の記

憶が薄れておるかもしれませんが、かつて調べたと

きのことを話をさせていただきます。 

 フランスも今の日本みたいに1.3ぐらいまで下が

ったんですね。出生率が。そこで、大変だというこ

とで、フランス政府は思い切ったことをしたんです。

例えば、独り親家庭で赤ちゃんがおなかに入って妊

娠６か月目から、独り親家庭ですよ、たしか７万円

でしたかね、毎月を補助するとか。出産されるまで

ですね。それから、その子どもさんが国公立大学に

行ったら無償にするとか。それから、育児休暇を３

年、男性も女性も取らせるとか。もっと極めつけは、

これは日本が大きく後れているところでありますけ

れども、出産をされてから３年間育児休暇ですから、

会社をクビにしない。昇給がどれぐらいあったかど

うかは分かりませんけれども、３年経過しても、育

児休暇が終わっても元の職場に復帰できると。日本

の場合はそういう点が大変後れていると思います。

どなたも迷惑をかけたからとほとんど退職する人が

多いですよね。それを国家で保障しております。そ

ういったきめ細かい対応策、お金だけでなくて社会

的な生活面に関すること、そういった問題まで踏み

込んで大きく改革をして、今二.幾らという、そこ

そこですね、人口減らない。基幹値、あれは2.07で

すか、日本の場合。そういう施策を打ったんですね。 

 だから、日本の場合も、近年、子どもさんに対す

る、あるいは妊娠されているお母さんに対するいろ

んな施策は少しずつ出てきておりますけれども、ま

だまだ大きく後れを取っていると思います。それは

私たち政治を預かる者の責任であります。まだ３年

間の会社も保障するとかそんなのはないでしょう、

日本では。だから安心して子どもを産み育てられる

んですよ。 

 それは国家の例ですが、それはそれとして、市と

しても責務を果たさなきゃいけない。そういった思

いで、まず、今から14年前になりますけど、平成19

年の１月１日からでしたが、未来の宝子育て支援金

という制度をつくりました。１番目２万円とか２番

目３万円とか、３番目のお子さんは10万円とか、そ

して入学のときは５年間、毎年２万円ずつとか、そ

ういった制度をつくりました。財政的支援をしよう

という思いで、議会の皆さんに御理解いただきなが

ら制定したんですが、その頃はそういった政策は全

国ではちょっと進んだほうの政策だったと思います。 

 でも、その後は全国どこの市町村でもそのような

助成制度をつくっております。したがって、ほとん

ど差異がなくなったんですね。そういったことで、

人口減少に歯止めをかけられない現状でありました。 

 そこで、この３月に、第２期総合戦略の策定に合

わせて改訂した人口ビジョンでは、人口減少をある

程度許容することとして、総合戦略の各種政策を重

点化、進化させて取り組むべきだというふうに政策

を少し方向転換をしております。このことは、子育

て世代の若いお母さん方々のアンケート調査等によ

って、そのことを尊重しながらこういう一つの方向

を見いだしたところであります。 

 したがいまして、第２期総合戦略の理念として、

「小さくても豊かなまちづくり～次世代にまちを残

そう」ということを掲げて、人口減少の状況にあっ

ても本市の魅力と価値を高めなきゃいけない。そし

て、郷土に愛着と誇りを持って、住み続けたい、住

んでいてよかったと実感できるような、安全安心に

健康で潤いのある生活を送り続ける豊かな地域社会

を創造することで人口規模の安定化を図るべきだと

思っております。 

 そのためには、先ほど申し上げましたが、これま

で行ってきた現金給付、いわゆる量的な支援を見直

して、環境整備を図り、本市の内発的な魅力や価値

を高めることで、これはお母さん方のアンケートを

基に、そして心の豊かさや安心感を得られ、本市に

対する誇りや愛着を感じられるように、質的な満足

度を高める施策にシフトをして、特に、子育て世代

となる若い世代に選ばれるまち、住んでみたいまち、

安心して子育てができるまちづくりにつなげる施策

に取り組む必要があると考えております。 

 基本的な考え方として、大六野議員が提唱してお
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られますように、「ちまちましたことはせんじ、思

い切ったことせんか」と、それは全く同感でありま

す。ただ、そのためには、他産業とかいろんな関連

がありますので、なかなか思うようにいかない面も

ありますけれども、基本的にはそうあるべきだと考

えております。全く同感であります。 

○７番（大六野一美君） 平成27年の一般質問のと

きも同様の答弁でありました。 

 だけど、市長、市長がいろいろ努力をされて施策

をされてきたことは承知をしながら、それでもかつ、

人口減少に歯止めがかかってないこの事実をどう捉

えるかで、言い方、見方が変わってくるんであろう

というふうに私は思います。他市も減っているから

うちも減って当たり前よという捉え方もあるかも分

からない。だけど、先ほど市長が言われますように、

交通アクセスの問題や道路事情もろもろを含めて非

常に有利なところにあるんだというのが市長の常々

口癖であります。私の感覚としては、まだそういう

のが活かされていない。冒頭言いましたように、辛

抱すべきは辛抱してもらいながら、５年後、10年後

を見据えた中で、本市が未来永劫続くような施策を

していかんと、薩摩川内市、日置市のはざまで埋没

をしてしまうような気がしてならないんですね。 

 確かに国の問題であります。国があれだけ迷走し

ておる現状で期待をするのはいかがなものかと思い

ますけど、その中にあって、市長、本市として最大、

マックスできることは何だろうかと。辛抱してもら

うことは辛抱してもらいましょうよ。将来のために。

それが国も含めて説明責任だというふうに私は思い

ます。あめやむちをやれば、より以上のあめやむち

をくれというのは人間世の常でありますから、市の

トップとして将来的にこうあるべきという一つのビ

ジョンを持つならば、このことに投資をして、そし

て、ここは見ていくべきである。市長、小さいちま

ちましたことはもういいんです。ちまちまで今があ

るわけですから、ちまちまを幾つかやめて、とんと

大きな施策を打つことで、人口減少対策に効果のあ

るような施策はございませんか。 

○市長（田畑誠一君） 成果を得るには、また、将

来のためには、将来を展望したときに大きな投資を

しなければ成果は現れない、上がらないと私も思い

ます。だから、今、大六野議員がおっしゃっておら

れるように、辛抱するところは辛抱して、子育て支

援、少子化対策、人口減少対策に歯止めをかけるん

だということで、思い切った政策を展開するという

ことがとても大事だと思います。 

 これはなかなか実現できないことだと思いますが、

例えばとしてお話をいたしますけど、例えば、若い

夫婦に一軒家をそのまま与えるとか、ほかとのバラ

ンスで問題があるかもしれませんが、それぐらいの

発想の転換をしなければ、ほかのまちと同じような

ことをやっとったって、それは一緒です。 

 だから、今後はそういった、先ほどから力説して

おられますが、思い切った目的に向かって思い切っ

た投資をする、切るべきところは切る、そういう政

策の転換が、決意が非常に大事だと思っております。 

○７番（大六野一美君） 非常に市長の思いは分か

りますけれども、なかなか見えてこない。 

 私、実はこういうものの考え方をしていましてね。

ある先輩議員といろいろ話をしとったら、「あんた

の言うことは正しい」と。「だけど、この世界では、

天然記念物のトキと一緒やっど」と言われましてね。

「ああ、本当のことを言えばいかんのかな」と、小

心者の私は小さくなったことがありました。 

 本当のことを本当のこととして、小さなことは小

さなことで、どげんでもよかことはどげんでもいい

んですよ。課題や難題をしっかりと解決をしていく、

これがトップとしての務めだというふうに僕は思っ

ています。執行権のある市長でしかできないわけで

すよね。だから、小さなことは幾つかちょっと辛抱

してくださいと、こういうことで、こういうことに

金を投入して、そして、将来に備えていきたいとい

うことで説明をしていけば理解をされる部分もある

というふうに思うんですけれどね。 

 取りも直さず、市長が市議から県議、市長と長年、

四十数年間続けて市民に支持をされたということは、

そういう気配りがあったんでしょうね。あんまり余

計なことを言わんじ。だけどね、市長、僕はそうは

思わない。やっぱりやるべきはやらないかんと思う。

ちまちまだけじゃなくてどんと。もう勇退を表明さ
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れた市長にどうこう言っても結論は出ませんけど、

その意思をしっかり後継となる人に申し送っていた

だいて、本市に明るい未来が見えるようにつないで

いってほしいという思いであります。 

 市長とのやり取りは今回が最後ということになり

ますと、非常に急なことで、感傷的になりがちであ

ります。市長も残りの期間を、足のけがも治されて、

そして、任期までしっかりとした施策を行いながら、

元気でいてほしいという思いであります。その後は

また家族と旅行なりを楽しんでいただいて、今まで

四十数年間の疲れを癒やしてほしいものです。 

 最後にそういう思いを伝えて、本日の一般質問の

全てを終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、東育代議員の発言

を許します。 

   ［10番東 育代君登壇］ 

○10番（東 育代君） おはようございます。 

 まずは、市長、御退院おめでとうございます。コ

ロナ禍での入院、大変であられたことと思いますが、

お元気になられて本当によかったです。 

 先ほど、今後の市政運営についてと同僚議員の質

問に御答弁がありました。いちき串木野市はどうな

るのかと、市民の多くが市長の決断を注視していた

と思います。勇退、大きな決断であられたと思いま

す。 

 さて、私は、先に通告いたしました指定管理者制

度導入の成果についての１件の質問でございます。 

 公共施設の管理は民間活力を活かしてと、指定管

理者制度導入が始まりました。しかし、令和３年度、

今年度は、図書館流通センターの指定管理者の撤退

で、市民文化センター、いちきアクアホール、市立

図書館市来分館、中央公民館、市来地域公民館の５

施設は市の直営と、従来の形に戻ってきました。話

合いを何回かなさったとお聞きしておりますが、な

ぜ撤退されたのでしょうか。一番の要因は何だった

のでしょうか。なぜ契約に至らなかったのか、担当

課とともに課題の分析をなさったことと思っており

ます。 

 制度導入時と比較しますと、多くの施設で応募団

体が少なくなっています。１団体しか応募のない施

設も多く見られます。指定管理者は限られた経費の

中で、市民サービスと運営管理のバランスに厳しさ

を感じ、応募を見送るケースもあるようにお聞きし

ています。 

 担当課を中心に、事業所との連携は取られている

ことと思っているところですが、撤退事業者や応募

団体数の減少も見られる中で、指定管理者制度導入

事業の成果について、市長の見解を求めます。 

 以上で壇上からの質問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 東育代議員の御質問にお答

えいたします。 

 指定管理者制度の導入の成果についてであります。 

 指定管理者制度は、平成18年11月に策定した公の

施設に関する管理方針に基づき、市が所有する公の

施設の管理運営を民間事業者等に代行させる制度で

あり、多様化する住民ニーズにより効果的、効率的

に対応するため、民間事業者等の有するノウハウを

活用することによって、サービス水準の向上、コス

ト削減につなげることを目的としたもので、現在で

は86施設において指定管理者による管理運営を行っ

ております。 

 指定管理者制度の導入により、利用者増や市民サ

ービスの向上、経費節減等に一定の効果が現れてい

る施設もあり、職員の業務削減など効果的、効率的

な行政運営にも寄与している面もあるのではと考え

ております。 

○10番（東 育代君） ただいま市長から答弁があ

りました。 

 平成18年から実施したと、効果があったというこ

とでございます。 

 おおむね効果があったということで、少しずつは

やはりいろんな声も聞かれていることとは思うんで

すが、まず、各施設の運営状況についてです。 

 各地区の交流センターや都市公園の一部はまちづ

くり協議会が管理をして、農産加工センターや生活

改善センター、農業研修センター、いちき特産品直

売所などはそれぞれのノウハウを持った関連の団体

が引き受けていただいているようです。また、スポ

ーツ関連施設や駅前広場、公園等はそれぞれの専門
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職の事業所が引き受けていただいて、年間の事業計

画を基に遂行されていると思っております。 

 担当課への運営状況や経過報告はあると思ってお

りますが、現状について伺います。 

○経営改革課長（出水喜三彦君） 指定管理業務に

つきましては、業務仕様書、それから事業計画、こ

れに基づいて行われているところであります。 

 業務に際しましては、担当課から連絡、相談を行

うほか、月１回、それから年度ごとに報告書を提出

していただくということで、ふだんから管理状況の

確認を行っているところであります。 

 おおむね指定管理者との連携は図られていると、

このように考えているところであります。 

○10番（東 育代君） 答弁をいただきました。 

 月１回、年度ごとに報告書を頂いて、管理業者と

は連携が取れているという御答弁でありましたが、

この報告書、形式的なものになっているのかなあと

いうような面も現場の声では聞かれるところでござ

います。 

 各施設の管理と市民サービスの現状についてお聞

きしますが、指定管理期間中は本当にいろいろ報告

があると思いますが、指定管理者からの意見、課題、

要望、あるいは利用者からの声、そのようなものは

ないのか伺います。 

○経営改革課長（出水喜三彦君） 指定管理者との

先ほど報告書、あるいは相談といったものをお話し

いたしましたけれども、管理者からの意見、課題、

あるいは要望につきましては、主には施設の設備で

あったり修繕に関するこういったものが大半を占め

ているところであります。 

 それから、利用者からの御意見につきましてです

が、指定管理者のほうが利用者に対して年１回以上、

満足度調査といったものを実施しておりますけれど

も、その結果であったり、あるいは市のほうに直接

寄せられる御意見、こういうのを見てみますと、時

期によっては草払いであったりこういったものに関

する御意見がございますけれども、全体的には良好

な管理に努めていただいていると、このように思っ

ております。 

○10番（東 育代君） 良好な管理ということです

が、そうなんでしょうかねという部分もあります。 

 契約書に詳細は書いてあると思います。例えば、

期間中のトラブルに対して支援の在り方はどうか、

納付金や管理委託料の各施設に対する市としての考

え方を伺います。 

○経営改革課長（出水喜三彦君） 納付金や管理委

託料についてでございます。 

 指定管理者制度の導入、あるいは更新に際しまし

て、管理委託料や納付金の基準額の検討を行うわけ

でありますが、内訳というのが収入と支出に区分を

されているところであります。収入については利用

料金等になります。支出が管理に係る人件費であっ

たり光熱水費、それから修繕費等々の管理費になる

わけですけれども、ここについては前回の基準額で

あったり過去の実績、これに加えて賃金の変動であ

ったり、それから指定期間内の特殊な事情、こうい

ったものを加味しながら慎重に算定をしているとこ

ろであります。 

 この支出から収入を差し引いたものが管理の基準

額というふうになります。支出が多い場合は指定管

理料として、収入が多い場合は納付金となるわけで

すけれども、いずれにいたしましても基準額につい

ては先ほど申し上げました考え方に基づきまして慎

重に算定をさせていただいているところであります。 

○10番（東 育代君） 基準額については慎重な審

議をさせていただいてということであります。 

 これは、期間中、３年あるいは５年、毎年変動す

るわけじゃないですよね。その期間中は同じという

ことですよね。そこをちょっと確認なんですけれど、

それに対して、年度ごとにいろんな事情の変更、い

ろんなことが起こり得るということで、現場の声も

お聞きしてきました。これはまた後で、納付金の問

題については一般質問をいたします。 

 次の都市公園、北部17施設、南部18施設の整備状

況について伺います。 

 指定管理者の決定通知を見ると、指定を申請した

理由がありますし、団体の経営方針、施設の現状に

対する将来展望などが記載してありますし、選定の

理由も載っております。 

 議会で議決しておりますので、粛々と遂行してい
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ただくことを願っているところですが、例えば、

「トイレ掃除を利用頻度の多い汚い公園については

週２回、除草回数については各公園の公民館長と協

議し、１年の除草計画を立てて、苦情のないように

年１回、当該の公民館長に当社担当者がヒアリング

を行う」とありますが、当該公民館長と管理者の連

携、どうなんでしょうか。現状について伺います。 

○都市建設課長（吉見和幸君） 事業計画書を作成

する段階で、昨年の実績であったりとか、前年の11

月に実施しております公民館長さんへのアンケート

等の御意見や、そういったものを参考に作業計画を

立てているところです。 

 毎年１回は利用者の満足度調査なども行っており

ますので、利用者からの御意見や要望等についても

翌年の作業計画に反映させているところでございま

す。 

○10番（東 育代君） 年に１回アンケートを取ら

れるということは聞いております。「アンケートに

ちゃんといろいろと書きますよ」というのも聞いて

おりますが、本当に形式的なことであって、現状と

して、本当に公民館と管理者と話合いをしたりとか、

「年に１回は担当者が」となっているんですが、実

際にお会いして、お話を聞いてというようなことは

あると思っていらっしゃいますか。 

○都市建設課長（吉見和幸君） 現在指定管理を受

けている会社は、平成28年度から公園管理を行って

おります。それで、公園の行事や公園の利用状況等

も分かっている状況で作業計画を立てているところ

です。 

 それと併せまして、都市建設課に、現在、公園使

用の申請等も出される状況でありますので、そうい

った状況を指定管理者と共有しながら、また、直接

公民館等の行事があるのでということで、日程が分

かれば事前に指定管理者と調整しながら対応してい

るところでございます。 

○10番（東 育代君） 大きな公園についてはそう

いう話合いがあると思うんですが、この35か所ある

公園の中には公民館の行事で使わないところもある

わけですよね。そういうところについては、館長た

ちに聞くと、「あんまり会ったことがない」と。

「アンケートは答えるけど」というぐらいのことで

すので、そこら辺のところがちょっとどうなのかな

という思いで今回聞いております。 

 これ以上はもう要望になりますので、そこら辺は

詰めていただきたいと。しっかりと現状を見ていた

だきたいと。出てきた報告書だけで形式的に受ける

のではなくて、現場を見ていただきたいという思い

でお聞きしております。 

 市民サービスの満足度を上げるためには、限られ

た管理の中で、大変厳しいものがあると推測をしま

す。特に、今年度は平年より梅雨が早く入ってまい

りました。また、梅雨明けの後にまた長雨というよ

うな状況で、除草作業も大変であるように思います。

年度によっては台風、大雨の影響を受けることもあ

るでしょう。管理者からの、そこら辺についての年

度ごとにいろんな状況の変化に対する要望、課題は

ないのか、伺います。 

○都市建設課長（吉見和幸君） 管理者からの要望、

提案等につきましては、多いものはトイレや遊具、

そういったものの修繕、それと、除草関係が多くご

ざいます。 

 出てきました要望につきましては、指定管理者と

協議をしながら、緊急性の高い順から、順次、対応

しているところでございます。 

○10番（東 育代君） 出てきた要望等については、

順次、対応しているということです。 

 令和３年度の都市公園の指定管理料は、35公園で

1,456万円です。高いか低いかということは別にし

て、週１回から２回のトイレ掃除を加えると、除草

作業は年何回が可能なのかなと思いました。この金

額で。 

 私は、昨日、公園を見て回りました。数か所は本

当にきれいに除草作業が終わっておりました。また、

大型機械を持ち込んで作業されていらっしゃいまし

たので、お聞きしました。その中で、三、四名で対

応されて、機械を持ち込んで、これは１日に１か所

しかできないよなと。そういう中で、35公園がある。

これを年に五、六回は無理だよなあというような思

いで、作業の御苦労も感じながら帰ってきました。 

 例えば、観音公園に汲取式のトイレがありますよ
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ね、まだ。これ、年に何回使用されるのかなという

ようなところでもあります。また、非常に老朽化し

たトイレもあります。この公園にこのトイレが必要

かなあという思いもしてまいりました。様々です。

掃除も見ました。本当に大変です。 

 ここら辺のこと、トイレ等についても、公園がで

きたときには利用者が多かったのでトイレが必要だ

ったでしょう。でも、今、利用者が少ない、利用す

る人がいない状況の中で、この古くなったトイレは

やっぱり必要なのかなと。あることによって管理も

大変になります。そこら辺のところももう一度検討

してみる必要があるのかなという思いがいたしまし

たが、いかがでしょうか。 

○都市建設課長（吉見和幸君） トイレにつきまし

ては週に１回、使用頻度の多いところとか汚れ等で

苦情があった場合には、その都度対応しているとこ

ろです。 

 公園内の草払いについては、平成27年度までは年

４回の除草作業を行っておりましたが、このところ、

特に夏場とか長雨等で雑草の成長が早いということ

もありまして、現在は年５回対応しているところで

す。１社が全ての指定管理、公園を受けているとい

うことで、内容につきましては、広いところにつき

まして大型機械を入れるなどして対応して効率化を

図っているところです。 

 あと、古いトイレにつきましては、今後、利用状

況、そういったものとか、耐用年数もそうなんです

が、また十分検討しながら個々に対応していきたい

と思っております。 

○10番（東 育代君） そうですね。やっぱりいろ

いろと状況の変化を受けながら、また、必要であれ

ば造り直さんといけないというようなことも考えて

いただきたいと思います。 

 選定の理由にありますが、「申請者が１団体であ

ったため得点表による採点は行わず、申請書類の内

容審査により指定管理者候補を選定した」とありま

す。都市公園だけでなくほかの施設でもそうですが、

申請者が１団体しかないということは、あまり魅力

がないと思われているのではないでしょうか。応募

団体がなければ、指定管理者制度導入事業に疑問符

が出てきます。事業が後退することのないように、

指定管理者と連携を深めていただきたいと思います。 

 次に、いちき特産品直売所季楽館及びパークゴル

フ場の運営管理の状況について伺います。 

 また、新型コロナ感染拡大に伴う納付金の影響に

ついても伺います。 

 まず、いちき特産品直売所季楽館についてお聞き

します。いちき特産品振興会が運営をなさっており

ます。生産者の高齢化、コロナの影響、長雨などの

気象状況に左右されながらも、生産者の生きがいづ

くりの役割も担っているとお話をお聞きしました。

直売所は地域になくてはならない重要な施設である

ようです。 

 いちき特産品直売所季楽館の運営、管理状況につ

いて、いかがか伺います。 

○農政課長（下池裕美君） いちき特産品直売所季

楽館の運営状況についてでございます。 

 季楽館は、生産者の意欲の向上を目指し、農村活

性化の拠点として設立され、併せて地域のよりどこ

ろとしての機能も果たしながら、現在、いちき特産

振興会が運営をされております。 

 近年は、農産物に加えまして、購買者の望む商品

の仕入れ、そして、その商品等のレイアウトの見直

しなども取り組み、購買者目線での店舗づくりに取

り組んだ結果、創意工夫を凝らした経営努力の結果、

リピーターを獲得しまして、客数、売上げともに増

加傾向にあります。 

 しかしながら、市内共通の課題でございます生産

者、顧客及び働き手の高齢化などの課題があります。 

 そういったことで、市といたしましても、次の世

代との関わりに向けて、関係者との連携をさらに図

ってまいりたいと考えております。 

○10番（東 育代君） 経営努力をなさっていると

いうのは分かります。 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴いイベントの集

客が減り、売上げにも影響があるようにお聞きして

いますが、納付金への影響はいかがでしょうか。 

○農政課長（下池裕美君） イベント等の中止の状

況でありながら、季節の果物を目当てに市内外から

の固定客が訪れている状況でございます。 
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 また、先ほども述べましたが、管理者の様々な工

夫などにより、コロナ禍であっても経営が黒字に転

換した状況にあることから、指定管理に伴う納付金

への影響はないと捉え、より一層の健全経営に取り

組んでいただきたいと考えております。 

○10番（東 育代君） コロナによる影響はないと、

リピーターや売上げも伸びているというふうに市の

ほうでは認識されているということですよね。 

 実際、そうでしょうか。現状は黒字なのか、赤字

なのか。経営状況を御存じでしょうか。現場の声を

いま一度担当者は聞いていただきたいと思っての質

問でございます。大変苦しい経営状況であられるよ

うにお聞きいたしているところでございます。 

 先日の市の広報に季楽館が紹介をされておりまし

た。「平成９年に現在の建物が完成し、営業を開始

した」とあり、「お客様はやはり地元の方が多く、

世間話に花が咲くコミュニケーションの場となって

います。生産者も徐々に高齢化が進み、大規模営農

者の方が少なくなってしまいましたが、先輩方が一

生懸命作った農産物を受け入れたり、たわいない話

をすることでこちらも元気をもらっています」とあ

りました。「生産者とお客さんが喜んでもらえれば、

それが一番いいんです」というお話でした。 

 しかし、「市の施設であることでの制約もありま

すし」という悩みもお聞きしました。近隣には同じ

ような特産品直売所があります。無人販売や大型店

への搬入もあります。広い敷地、広い駐車場を備え

ていますし、国道３号沿いと立地条件は最高です。

地域おこし協力隊の支援体制が前年度までありまし

た。いちき特産品振興会だけに任すのではなく、市

もしっかりと支援をしていただきたいと思いますが、

今後の市の支援体制を伺います。 

○農政課長（下池裕美君） 現状におきましても職

員が随時、訪問等を行っている状況にございます。 

 今後も年間を通じた訪問など指定管理者との連携

を密に図りながら、直売所の価値をより高める支援

を行ってまいりたいと考えております。 

○10番（東 育代君） 現場の声を聴いて、そして、

取り組んでいただきたいと思います。本当に現状は

どうなのかというのをしっかりとお聞きいただきた

いと思います。これ以上はここで申しません。私は

聞いてきました。 

 それでは、次に、平成20年４月に設立されたパー

クゴルフ場は、コミュニティスポーツとして多くの

市民が健康と生きがいづくりに利用しています。開

設当初は市が管理しておりましたが、榎元組が平成

21年７月から平成24年３月まで、現在のユウキが平

成24年４月から今年度までの10年間を指定管理とな

っております。 

 ところで、市長はゴルフをよくされるとお聞きし

ていますが、パークゴルフはいかがでしょうか。パ

ークゴルフは直近ではいつ頃プレーなさいましたか。 

○市長（田畑誠一君） 直近でと申しますと、大型

連休のとき、孫たちが来て、孫たちとプレーをした

のが一番近いですね。 

○10番（東 育代君） ちょうどそのときに参加し

て、プレーをしていた方々から連絡をいただきまし

た。「市長もお孫さんたちと来ちょいやったですよ」

と。これは本当によかったなあと。「市長も来ちょ

いやったよ」、ただこれだけでいいんですよね。や

っぱり顔を出すということが。 

 私は、市の施設を多くの人に利用してほしいと思

って、大原地区女性部で平成24年から月２回のパー

クゴルフ教室を開催し、私も楽しんでいます。毎回

30名近くが参加していますが、ラフの中にボールが

沈んだり、植栽の中にボールが入るとプレーを中断

して探すこともあります。ボールが紛失することも

あります。後続のプレーヤーに迷惑をかけたり、プ

レーを中断することもあります。 

 指定管理者の申請理由に、「利用者の方々へ常に

わくわくさせるような施策を提案実行し続け、おか

げさまで年間利用者は３万3,500人までになるよう

に」とありました。これは５年前のことです。しか

し、グリーンは伸び、芝が伸び、バンカーは硬く、

植栽の管理はかなり荒れているように思います。施

設の現状について、利用者からも多くの意見が寄せ

られているようにお聞きしています。 

 副市長も他市の施設を見学に行かれたようですが、

現状をどのように認識されているか伺います。 

○シティセールス課長（長﨑 崇君） パークゴル
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フ場につきましては、平成20年に開設し、平成21年

６月までは市直営、平成21年７月から指定管理者へ

管理運営を委託しております。 

 現状につきましては、開設以来13年を経過してお

り、芝等が老朽化しております。また、管理が行き

届かない点もあり、御迷惑をおかけしているところ

であります。早急な改善が必要だということは認識

しております。 

○10番（東 育代君） 現状は担当課も見られたと。

市長も行かれたので現状は見られたということでご

ざいます。 

 今年度から担当がシティセールス課へ移行しまし

た。副市長をトップに、いちき串木野パークゴルフ

場運営等改善委員会が設置されました。 

 そこで、委員会のメンバー構成、いかがでしょう

か。また、アンケートが実施されたようですが、コ

ース整備や運営、指定管理者制度、利用料金など、

たくさんの意見があったようにお聞きいたしますが、

いかがでしょうか。お聞きします。 

○シティセールス課長（長﨑 崇君） いちき串木

野パークゴルフ場運営等改善委員会は、令和３年３

月26日に設置し、委員は、市パークゴルフ協会代表、

利用者代表、指定管理者代表、市関係者の10名で構

成されております。 

 アンケートにつきましては、３月29日から４月30

日にパークゴルフ場内に設置し、コース整備や管理

運営体制などに対し、59件の御意見を頂いておりま

す。 

 頂いたアンケートの内容を参考に、６月28日に開

催しました第１回運営等改善委員会で検討し、改善

に向けて取り組んでいるところであります。 

 なお、アンケートの内容及び運営等改善委員会で

検討した内容については、パークゴルフ場内に掲示

してあるところであります。 

○10番（東 育代君） ただいま担当課から説明を

いただきました。答弁いただきました。 

 掲示してあるということで、私も見せていただき

ました。様々なことが書かれております。細かいこ

とは申しませんが、本当に皆さん、パークゴルフ場

を自分たちも楽しみたいという、どうにかして利用

者を増やしたいという思いから書かれたことと思い

ます。 

 パークゴルフは男女問わず、子どもからお年寄り

まで幅広く気軽に誰でも楽しめるスポーツと紹介を

されています。緑に囲まれ、自然豊かで景観もよく、

高速のインターからも近く、市内だけでなく市外か

らも多くの方が見えますし、国際パークゴルフ協会

公認コースとして、利用者の評価はとても高いよう

にお聞きしております。 

 鹿児島市に新しくパークゴルフ場ができたことや、

コロナの影響も一因かもしれませんが、近年、利用

者が減ってきているように感じております。市への

納付金に支障が出てくるのではと危惧していますが、

いかがでしょうか。 

○シティセールス課長（長﨑 崇君） パークゴル

フ場の利用者につきまして、年間２万8,000人から

３万人の市内外の方々に御利用いただいているとこ

ろであります。 

 令和２年度においては、新型コロナウイルス感染

症や、他市で新たなパークゴルフ場が開設されたこ

とから年間約２万4,000人の利用となり、利用料金

の収入においても減収となりましたが、指定管理者

の運営上の工夫により、納付金の変更は行わないこ

ととなりました。 

 また、令和３年度においても、新型コロナウイル

ス感染症の影響で、現時点では減収となっておりま

すが、今後の感染状況等を見ながら協議、検討を重

ねてまいります。 

○10番（東 育代君） 納付金の変更はないという

ことであります。 

 ただ、これが利用者へのサービス低下につながら

ないようにということを危惧しての質問でございま

した。 

 先ほども施設の大規模改修が行われるということ

で御答弁いただきましたが、今後の計画をお示しく

ださい。 

○シティセールス課長（長﨑 崇君） 施設の大規

模改修については、芝の張替えを含むコースの再整

備や附帯設備の更新等を計画しており、具体的な内

容については今後検討することとなっております。 
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 また、改修期間の管理運営は、コースの一部閉鎖

に伴い利用料金の減収が予想されることや、管理体

制の見直しなども行うため、市直営で行うこととし

ております。 

 なお、改修に伴う設計及び施工、また、市直営で

の管理運営につきましては、令和４年度からを計画

しているところであります。 

○10番（東 育代君） 今、課長から答弁いただき

ました。 

 令和４年度の指定管理者の募集は行わないと、市

が直営で運営をするということの方針をお聞きいた

しました。直営でして、そして、大規模改修をとい

うことでございますので、期待されることと思いま

す。 

 現在は県の緊急事態宣言中で、12日までパークゴ

ルフ場は閉鎖されております。30日までまん延防止

等重点措置が示されましたが、今後どうなるのでし

ょうか。お聞きします。 

○副市長（中屋謙治君） パークゴルフ場をはじめ、

公共施設、今月の12日までということで閉鎖をいた

しております。これが今月いっぱい延長ということ

になるようでございます。 

 このことを受けて、それぞれの公共施設をどのよ

うにするのか、このまま閉鎖するのか、一部だけで

も供用できないのか、ここら辺は検討させていただ

きたいと思っております。 

○10番（東 育代君） 今、副市長に答弁いただき

ました。 

 今朝の新聞にそう載っていたので、今から検討さ

れるんだろうなと思っているところです。 

 私は、昨日、パークゴルフ場を見にいきました。

外からしか見られませんでしたが、とてもきれいに

整備されておりました。 

 先ほど二万数千人の利用があるとありましたが、

本当に、今、行くところがないと。パークゴルファ

ー難民がたくさんいるように感じております。市が

直接管理されることで利用者が十分楽しめるよう、

本来の目的であるコミュニティスポーツとしてのパ

ークゴルフ場となることを願っての質問でございま

した。 

 以上で一般質問の全てを終わりますが、私、継続

されることを前提に、今回、一般質問をいたしまし

た。いちき串木野市が誕生しましてから、ハード面、

ソフト面両面の多くの事業を成し遂げられました市

長が、今期限りという決断に対し、少し残念な思い

がいたします。本当に長い間御苦労さまでした。あ

りがとうございました。 

 以上で一般質問の全てを終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（下迫田良信君） 次に、中里純人議員の発

言を許します。 

   ［９番中里純人君登壇］ 

○９番（中里純人君） 私は、先に通告しました３

件について質問いたします。 

 まず、市長の政治姿勢についてであります。 

 私は、平成15年４月、串木野市議選で初当選させ

ていただきました。今日で18年余りになろうとして

おります。 

 この間、田畑市長におかれましては、毎議会ごと

に一般質問を通して議論をさせていただきました。

ありがとうございました。 

 この最後の定例会で過去４年間を総括しておくこ

とが大事なことではないかとの思いで、以下質問い

たします。 

 ４年間の間に様々なことがありました。中でも、

２年目に入ってすぐに流行してきた新型コロナウイ

ルスの影響で、本市の情報発信の基となる浜競馬や

まぐろフェスティバルなどのイベント、並びに、祭

りや地域の行事、観光をはじめ、飲食店などの経済

活動の停滞など、市民生活に多大な影響を及ぼして

おります。 

 感染の収束が期待されましたワクチン接種も進行

しているものの、感染者数は増加の一方で、県内で

も独自の緊急事態宣言が発令されました。通常の業

務に加えて、コロナ対策として10万円の給付金制度

や中小企業への補助金、飲食店や小売店のための商

品券発行事業などが始まり、担当された方々も大変

なことだったのではと思っております。 

 また、142年の歴史ある冠岳小学校の閉校、ＧＩ

ＧＡスクールによる１人１台タブレット、小中学校
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教室へのエアコン設置、市来地域への子育て支援セ

ンター設置、幼稚園、保育園の無料化、ふるさと納

税20億円達成、長年の課題でありました原発避難道

路としての羽島黎明トンネルの開通、西薩中核工業

団地への企業誘致などなど様々な事業を展開されて

きましたが、どのように評価されていらっしゃるの

か、市長マニフェストの11項目と42の施策について

の達成度はいかがなものか、伺います。 

 あわせて、４期16年、いちき串木野市のかじ取り

をされてきたわけですが、いちき串木野市の市民生

活並びに福祉の向上、まちとしての発展、将来への

展望など、私たちのふるさと、いちき串木野市の現

状をどのように見ておられるのか、着実に前進して

いるのかそうでないのか、率直な御見解を伺って、

ここでの質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 中里純人議員の御質問にお

答えいたします。 

 私は、平成29年の選挙におきまして、11分野にわ

たり42の項目をマニフェストとして掲げました。市

民の皆様方に希望あふれる明るいふるさとの未来を

つくり上げることを目指していくことをお約束をい

たしました。 

 この４年間、私は、マニフェストに掲げた項目は

もとより、様々な分野にわたり全力を傾け、市政発

展のため取り組んでまいりました。 

 お尋ねのマニフェストの達成状況でありますが、

36の項目を達成するとともに、その他の項目につい

ても現在取組を進めており、おおむね所期の成果を

収めているものと考えております。これは、議員の

皆様方をはじめ、市民の皆様方の御理解と御協力に

よるものと深く感謝を申し上げます。 

 マニフェストの具体的なのはここにお持ちしてい

ますけれども、具体的なことは語りませんけれども、

市民生活の現状、市民の思いというのをお尋ねにな

られました。 

 現在、コロナ禍の中で、市民の皆さん、そしてま

た、事業所の皆さん、大変苦労しておられます。そ

こで、議会の皆さんと協議をしながら、本市としま

しては、市民の皆さん方に元気を出していただきた

い、そして、事業所の皆さん方に継続して頑張って

もらえるように支援ができたらと、そして、併せて

みんなでこの難局を乗り切りましょうということで、

差し当たってプレミアムつき100％の商品券を過去

３回、今回、ただいまの議会に議員の皆様方に第４

弾として提案をさせていただいております。コロナ

禍の中で大変厳しい状況でありますけれども、市民

の皆様方力を合わせて、希望を持って、決して満足

度が達成されているとは思いませんけれども、力強

く絆を深めながら前進をしておられると思っており

ます。 

 これからは、先ほども申し上げましたとおり、県

都鹿児島市、北薩の雄都薩摩川内市、この真ん中に

あって、この大きな町と競い合って、元気を出して、

明るい展望を見いださなければいけないというふう

に思っております。 

 そのためには、本市にはたくさんの発展可能性を

持った、ポテンシャルと申しますか、素材が幾つも

あると思います。これらを紡ぎ合わせて、これから

も力強く、休まずに前進をし続けていくことが大事

だと思っております。 

○９番（中里純人君） 本市は力強く前進している

ということでございます。 

 マニフェストにつきましてはおおむね達成されて

いるようですが、コロナの影響によりまして、地場

産品の海外販路の拡大、クルーズ船の誘致、インバ

ウンドやスポーツイベントによる観光交流など、達

成できなかった面もあったようです。 

 このような中で、最大の課題は人口減少対策では

なかったのではと思っております。 

 私は４年前もこの件について伺いましたが、「平

成29年10月末の住民基本台帳は人口で２万8,519人

で、年間499人の減少をしている。国立社会保障・

人口問題研究所の推計を下回っている」という答弁

でしたが、この４年間でどのように推移しているの

か、伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 過去４年間の人口

の推移でございます。 

 平成29年８月末時点での本市の住民基本台帳の人

口で申しますと、２万8,519人でございました。こ
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れに対しまして、今年８月末時点での同じく住民基

本台帳人口は２万6,892人となっておりまして、

1,627人の減少でございます。１年に平均いたしま

すと400人程度の減少で推移しているという状況で

ございます。 

○９番（中里純人君） 本市の人口ビジョンにより

ますと、2020年までの短期の目標として、「４人家

族の子育て世代で毎年20組の転入、独身男女の毎年

各10人のＵターンで社会増減が均衡することを目指

す」としてありますが、この目標の達成度はどのよ

うか、伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 第１期の人口ビジ

ョンを分析しましたところ、合計特殊出生率で平成

29年が1.50という形になっております。 

 それから、社会動態につきましては、男性の25歳

から35歳につきまして、平成17年以降、転出超過が

続いており、また、女性の20歳から34歳、こういっ

たところでも平成７年以降、転出超過が続いている

傾向にあるというふうに分析しております。 

○９番（中里純人君） 転出超過が進んでいるとい

うことでしたが、目標の達成度について伺ったんで

すけれど。 

○企画政策課長（北山 修君） 申し訳ございませ

ん。今、手元にデータがございませんので、申し上

げられないところでございます。 

○９番（中里純人君） 後ほど示していただけたら

と思っておりますが、本市の独自の見通しどころか、

国立社会保障・人口問題研究所の予想を上回る減少

傾向の原因というのは何なのか。以前の質問では

「定住促進をはじめ、スピード感を持って施策に取

り組んでいく必要がある」という答弁でしたが、ど

のような対策を取ってこられたのか伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 人口減少の要因と

いうことでございます。 

 人口減少を年代別の人口構成で分析しましたとこ

ろ、生産年齢人口の減少率が最も大きく、次いで、

老年人口、年少人口の順というふうになっておりま

す。 

 この生産年齢人口の減少が大きい理由といたしま

しては、高校卒業後、進学や就職によりまして転出

するという、こういった転出者が多いことが主な理

由であると考えておりまして、このことが結果的に

は出生数の減少に大きな影響を与えているものでは

ないかというふうに考えております。 

 それから、これまで４年間の施策ということでご

ざいます。 

 移住定住施策といたしまして、従来の定住促進補

助制度、それから、転入者住宅建設等補助制度、こ

ういったものを行ってまいりました。また、新たに

空き家バンクの開設であったり、移住定住相談員や

お試し体験住宅の設置に取り組んできたところでご

ざいます。 

 しかしながら、先に申し上げましたとおり、人口

は引き続き減少してきておりまして、その対策とし

て、これらの施策は一定の成果はあったものの、効

果は限定的で、抜本的な解決につながるものではな

かったのではないかというふうに考えているところ

でございます。 

○９番（中里純人君） 効果が限定的であったとい

う答弁ですが、移住促進は市政の施策の大きな柱で

ありまして、人口減少を食い止めるための重要な施

策であると思っておりますが、県内の自治体はもち

ろん、県外の自治体の施策と比べて、本市の移住施

策は魅力に欠けている感があるような気がします。 

 今までの施策のどこがよかったのか、悪かったの

か、厳しい評価とともに、魅力のある移住施策を早

急に打ち出すべきと考えますが、基本的な考え方と

方向性について見解を伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 移住定住施策の考

え方、方向性ということでございます。 

 移住減少対策、移住減少の要因につきましては、

先ほど申し上げましたとおり、生産年齢人口、すな

わち若い方々の移住、定住、こういったことをする

ことで増やしていく必要があるというふうに考えて

おります。 

 そのため、第２期の総合戦略におきましては、子

育てがしやすい、そして、子どもの成長を実感でき

る施策に取り組むというふうにしております。 

 具体的に申しますと、子育て世代の御意見を踏ま

えまして、長崎鼻公園、この一帯を、子育て世代が
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憩い、そして、安心して子どもを遊ばせることがで

きる空間として再整備するとか、それから、婚活、

それから、結婚の支援、さらには妊娠期から子育て

期にわたって切れ目のない支援を実施していくとい

うふうにしております。 

 また、今後、子どもの将来を育む、例えば、英語

のまち、取り組んでおりますから英語であったりＩ

Ｔスキル、ＩＴ関連のそういった技術の育成に取り

組んだり、さらにはまた、若い世代が本市に残って

いただくように、魅力的な雇用の場を確保するとい

うことで、ＩＴ関連企業の誘致であったり、ＩＴス

キル向上のための人材育成、こういったものに取り

組むこととしているところでございます。 

 このように、市といたしましては、先に申し上げ

ましたが、若い世代の転入、こういったものを促す

とともに、さらに本市にいらっしゃる若い世代の方

が地元に残っていただくための、こういった環境整

備に取り組んでまいりたいというふうに考えており

ます。 

○９番（中里純人君） マニフェストにも挙げられ

ていらっしゃったように、子育て支援の充実に取り

組んでおられますが、何といっても出生数が年々10

人から20人ずつ減少してきたということではないか

と思っております。 

 縁結び事業にも取り組んでいらっしゃいますが、

総合戦略の事業評価ではカップル６組で評価がＡと

いうような評価をされておりますが、私は成婚の間

違いではないかと思った次第ですけれど、出会って

から結婚、そして、出生という一連の取組がうまく

できていないんじゃないかと思っております。かご

しま出会いサポートセンターの活用など、広域での

仕掛けづくりが求められているんじゃないかと思っ

ております。 

 サポートセンターへの登録費用とかを負担してあ

げるとか、市内の企業が参加する独身者だけの運動

会とか、パーティーなどの企画等も検討してみては

どうかと思っておりますが、伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 少子化の要因の一

つに、未婚化であったり晩婚化、こういったものが

加速したことが挙げられると思います。また、その

原因といたしましては、結婚相手との出会いがない

ことであったり結婚生活への経済的不安、こういっ

たものが大きいと言われているところでございます。 

 そのため、男女の出会いの機会の創出から結婚ま

でを支援し、さらに、新婚生活での経済的負担を軽

減させるための施策といたしまして、本市でもこれ

まで縁結び隊事業、出会いサポート事業、それから、

結婚新生活支援事業、こういったものにつながるよ

うに、出会いから結婚までつながるような取組をし

ておるところでございます。 

 これらの事業につきまして、本市のみにするとな

かなか幅が広がらないということで、今後、議員お

っしゃいました鹿児島県の取組であったり、鹿児島

連携中枢都市圏、ここでもまた連携事業で同じよう

な出会いであったり合同運動会とかそういったもの

も取り組んでおりますので、こういったところ、そ

れから、隣接の自治体等でこういった出会いの機会

があるということであれば、そういったところと一

緒になって広域的に取り組んでまいりたいというふ

うに考えております。 

○９番（中里純人君） ４年前に私は、２か所の高

速のインターチェンジと三つのＪＲ駅があることか

ら、ベッドタウン化を目指して車やＪＲの通勤補助

制度を提案しましたが、どのような検討がなされて

きたのか伺います。 

 あわせて、鹿児島市の大学や短大で学んでいる学

生は、アパート代などの家賃や家具、電化製品など

の負担があります。自宅から通うことで保護者も安

心できることから、通学する学生に対して支援も検

討してみてはどうかと思いますが、伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 通勤あるいは通学

補助制度の導入についてでございます。 

 本市ではこれまで、先ほども申しましたように、

移住定住対策といたしまして、移住定住促進対策で

あったり、また、転入者住宅建設等補助金制度、そ

れから、子育て支援ということで、未来の宝子育て

支援制度、乳幼児の紙おむつ購入助成制度、こうい

ったものを創設して、個別の支援を行ってきたとこ

ろでございました。 

 これらの取組につきましては、一定の成果はある
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ものの、限定的で抜本的な解決に至らなかったとい

うことから、制度の廃止であったり見直しをしてい

るところでございます。 

 このような経緯を踏まえますと、今後は量的な支

援ではなくて本市に住む誇りや愛着を感じられるよ

うな質的満足度を高められる施策、こういったもの

を実施していく必要があるというふうに考えており

ます。 

 このようなことから、この通勤通学に対する補助

制度の新設ということにつきましては、現在のとこ

ろ考えていないということでございます。 

○９番（中里純人君） コロナウイルスの感染対策

では、往来の制限で、観光や飲食店をはじめ、様々

な業態で影響がある反面、巣ごもり需要で売上げが

増加したことによりまして、本市におきましては増

産体制のためにプリマハムやヒガシマルの西薩中核

工業団地への進出、また、ふるさと納税への注文増

など、マイナスとプラスの二面性が見られるようで

す。 

 補助金を支給された事業者の声や評価はどのよう

に受け止めていらっしゃるのか。また、数回にわた

って実施された商品券事業などの効果はどのように

評価されているのか。コロナウイルスの急激な感染

拡大における本市経済への影響と、コロナ後の見通

しをどのように考えておられるのか、伺います。 

○市長（田畑誠一君） 新型コロナウイルス感染症

対策の効果や評価及び本市経済への影響と今後の見

通しについてお尋ねであります。 

 これまで、新型コロナウイルス感染拡大の影響に

より売上げが減少し、経営に苦慮している市内事業

所の事業継続、経営安定を目的とした経済対策とし

て、中小企業小規模事業者緊急支援事業、交通事業

者応援事業などを実施しております。事業所の皆さ

んからは、「支援をいただき大変助かった」「コロ

ナ禍で先行きが不安な中、ありがたい」との声を頂

いているところであります。 

 また、事業所の経済対策と併せ、市民の皆様方の

生活支援を目的としたプレミアム率100％の商品券

事業を、これまで議会の皆さんと協議をしながら３

回実施をしてまいりました。第１弾は新型コロナウ

イルス感染症の影響を大きく受けた飲食サービス事

業所への支援として、「食のまち応援商品券」事業

を行いました。次に、第２弾は、全業種を対象とし

た、「みんなで応援！プレミアム付商品券」事業、

また、第３弾として、「みらいへつなごう！プレミ

アム付商品券」事業を実施してまいりました。 

 これまでの商品券事業においては、市民の皆様か

ら、「プレミアム率100％でお得である」との声や、

地元事業所からは、「商品券の６割を中小取扱店用

としたことで売上げ回復につながり、有効な経済対

策であった」など、好評も頂いているところであり

ます。 

 経済効果額としましては、第２弾までの商品券事

業の利用総額は約４億3,000万円となっております。

また、日常の消費以上に商品券がきっかけとなった

プラスの消費や、商品券に上乗せして支払った消費

も生まれたと考えており、一定の効果があったと評

価をしております。 

 今後の見通しについてでありますが、まん延防止

等重点措置や本市における感染症の発生など、コロ

ナ禍の状況は予断を許さない状況が続くことが予測

をされます。 

 そのために、さらなる経済対策として、本議会へ

第４弾となる「みんなを笑顔に！プレミアム付商品

券」事業、「食のまち応援ＬＩＮＥクーポン」事業

を御提案をしておるところであります。 

 まだまだ収束が見えないコロナ禍の状況ではあり

ますが、今後においても関係機関、団体等の連携は

もとより、市内の状況を注視しながら、国、県の施

策と併せ、本市の地域の実情に合った施策に取り組

み、今後も町全体が一体となってこの難局を乗り越

えたいと考えております。 

○９番（中里純人君） マニフェストに挙げられて

おりますふるさと納税が、昨年度の決算で20億円を

達成したことについて、また、返礼品を通して地場

産業の育成や拡大にも寄与していると思いますが、

具体的にどのような効果があるものか、産業別、数

量的に把握されておれば明らかにされたいのであり

ます。 

 あわせまして、新たな特産品等は育っているのか、
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伺います。 

○市長（田畑誠一君） マニフェストに掲げました

ふるさと納税10億円の目標でありますけれども、お

かげさまで、その達成状況につきましては、マニフ

ェストを掲げた初年度の平成30年度に約16億9,000

万円で達成して以降、令和元年度に約13億7,000万

円と少し落ち込みましたが、令和２年度には約20億

円と、毎年達成し続けております。令和３年度も達

成に向けて順調に御寄附をいただいているところで

あります。これはひとえに各パートナー企業の皆様

方の日々の努力あってのことだと感謝をしておりま

す。 

 この達成に伴う地場産業への効果といたしまして

は、各パートナー企業への返礼品代が企業運営に潤

いを与えておりますが、本市のふるさと納税サイト

ページを見て、他企業から商品の取扱いとの引き合

いを生んでいることも聞いております。また、ふる

さと納税を始めたことをきっかけに、新規ホームペ

ージ開設や独自でＥＣサイトを開始し、販路拡大を

行っている企業もございます。 

 このように、寄附が増えることに伴い、本市経済

に多大な効果を与えているものと考えております。 

○シティセールス課長（長﨑 崇君） 市長の答弁

に補足いたします。 

 新たな取組ということでございました。新しい素

材としましては、生福地区まちづくり協議会におい

て生産したニンニクを６次加工し、黒ニンニクとし

て返礼品として出しております。また、同様に、シ

ョウガの生産を行うパートナー企業におきましても、

ショウガを６次加工しパウダー化したものをジンジ

ャーパウダーとして返礼品としております。また、

大島紬製造のパートナー企業におきましては、問屋

への反物の卸を本来の商流としておりましたが、ふ

るさと納税をきっかけに、着物、ストール、マスク

等を製造し、一般向けに販売も開始しているところ

でございます。 

○議長（下迫田良信君） 中里純人議員。質問の途

中ですが、ここで昼食のため休憩いたします。再開

は午後１時15分といたします。 

             休憩 午前11時57分 

             再開 午後１時13分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き、会議

を開きます。引き続き、中里純人議員、質問を行っ

てください。 

○９番（中里純人君） ふるさと納税は、国の総額

も約6,725億円で、前年度の1.4倍に増えております。

本市の商工業者にとっても、返礼品はなくてはなら

ない貴重な売上げとなっております。 

 しかしながら、本市の財政状況を見ますと、ふる

さと納税なくしては成り立たない状況です。 

 先日、第三次行政改革５か年の成果という資料を

頂きました。平成28年度から令和２年度までの５か

年で、目標の９億3,911万8,000円に対しまして30億

9,397万5,000円の効果額で、達成率は何と329.46％

ということです。 

 内容をよく見てみますと、ふるさと納税による寄

附を除きますと、目標額に１億2,000万円ほど足り

ません。まさにふるさと納税様様です。 

 私は、自治体間の競争が激化している中で、今後

も20億円を維持できるのか、ふるさと納税制度もい

つまで続くか心配しております。 

 東京オリンピックで外国人観光客による経済浮揚

をもくろんでいた京都などの観光地では、往来の禁

止による経済の衰退、また、ふるさと納税で財源が

流出した自治体は、地方交付税で一部は補塡されま

すが、東京をはじめ、都市部の地方交付税の不交付

団体では、オリンピック開催による多額の費用の負

担や観光客の減少により、ふるさと納税による税金

の流出に言及されてくるのではないかと思っていま

す。 

 災害時の自治体への寄附やコロナ禍の医療支援な

ど、返礼品なしでの寄附を募るケースなども増えて

きています。ふるさと納税に頼らない歳入の確保に

ついてはどのようなお考えなのか、伺います。 

○シティセールス課長（長﨑 崇君） ふるさと納

税は、住所地団体に納める個人住民税の一部をふる

さと等へ実質的に移転させる効果を持つ制度であり、

このことは本制度がつくられた当初から目的として

定められております。ふるさと納税については、都

市部からの反対の声は聞かれるところではございま



 
- 34 - 

すが、今や本制度は地方にとって欠かすことのでき

ない財源確保の手段となっております。 

 本市といたしましては、この制度が今後も続いて

いくために、国が定めた制度の趣旨を理解し、ルー

ルに沿う形で引き続き進めてまいりたいと考えてお

ります。 

○９番（中里純人君） 自然エネルギーの拡大につ

いてもマニフェストに挙げておられました。 

 第６次エネルギー基本計画に、2030年の電源構成

について、再生エネルギーを主電源と位置づけ、再

生エネルギーの比率を36％から38％と、現行より14

ポイントと大きく引上げて、再生エネルギーを最優

先するという文言が明記されるようです。 

 経済産業省の有識者会議では、2030年の各電源の

発電コストは、2015年と比較して、原子力が1.4円

上がって11.7円以上、事業用の太陽光は4.5円から

3.8円下がって8.2円から11.8円になるとされ、太陽

光が原子力を下回るということです。 

 今後、自然エネルギーの拡大と発電方法の見直し

が求められます。このことについての見解と、川内

原発40年問題については40年が基本であるというお

考えにお変わりはないのか、伺います。 

○企画政策課長（北山 修君） 本市は平成30年３

月に地域創生エネルギービジョン、これを策定いた

しまして、再生可能エネルギーの導入を通じて地域

活性化を図ることとしております。その重点プログ

ラムの一つに環境維新のまちづくりというのを掲げ

ております。 

 こうした中、現在、本市におきまして、民間にお

いて陸上・洋上風力発電、それから、間伐材を活用

したバイオマス発電の計画がなされているところで

ございます。また、市では、住宅用太陽光発電の卒

ＦＩＴ電源を活用して、株式会社いちき串木野電力

と連携したモデルの検討を行い、エネルギーの地産

地消に取り組むこととしております。 

 市といたしましては、こうした産業振興や市民生

活の向上を図りながら、環境へも配慮した環境維新

のまちづくりを推進し、導入に当たりましては、地

域の住民の皆様、利害関係者、関係団体の皆様の御

理解を求めつつ、引き続き事業計画者と連絡を図り

ながら、再生可能エネルギーの導入を促進していく

こととしております。 

○市長（田畑誠一君） 運転期間につきましては、

現時点においては40年がルールであります。過去の

議会で可決をされました意見書等も踏まえた上で、

原則どおりが望ましいと考えております。 

 いずれにしましても、原発は安全確保が大前提で

あり、今後においても、法律に基づいて、規制委員

会の専門的、科学的見地から厳正に審査されるべき

であり、同時に、大事なことは、地域住民の理解を

いただくことが肝要だと私は考えております。 

○企画政策課長（北山 修君） 先ほど人口減少の

関係で保留しておりました御質問、第１期の人口ビ

ジョンにおけます将来人口の目標の中で、社会動態

がございます。 

 この社会動態で、目標といたしまして、子育て世

帯が毎年20組転入、また、独身男女が毎年10組Ｕタ

ーンという目標を立てておりました。これに対する

実績、こういった御質問がございました。 

 まず、子育て世帯の関係でございますが、これに

つきましては、平成28年度から令和元年度までに転

入者住宅建設等補助金という制度を設けまして、実

施しておりました。この中で、定住奨励金というの

を、中学生以下の子どもがいれば10万円の補助をし

ておりましたけど、これを受けた方ということで数

字を申し上げますと、この４年間、平成28年度から

令和元年度までに、４年間で54世帯の方がこの定住

奨励加算を受けていらっしゃいます。年間で申しま

すと約14組、各年ということで、毎年20組の目標で

ございましたが、この定住奨励金を受けた方という

ことで申し上げますと14組と。これが全てじゃない

と思いますけれども、把握できる部分としてはそう

いった形になります。 

 それと、独身男女が毎年各10人Ｕターンというこ

とでございますが、市民生活課のほうで、今、転入

される方々にアンケートを取っておりまして、これ

で、平成29年度から令和元年度までの３か年で集計

いたしますと、20代、30代の方で転入された方が

653人おられます。20代、30代で653人。これはあく

までアンケートに答えていただいた方ということで
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御理解いただきたいと思いますが、その653人の中

で、転入してきた理由として、結婚のために転入し

てきたという方が３か年で55人、これは男女合わせ

てになります。55人いらっしゃいます。ということ

で、３か年の平均としまして各年18.3人という形で

数字を把握しているところでございます。これも先

ほど申し上げましたように、これが全てというわけ

でなくて、なかなかこの独身男女がＵターンという

のを把握するのはちょっと難しいところで、今、手

元にあるデータとしてはこういうような形になりま

す。 

 ただ、この社会動態、均衡を図るということで目

標をしておりましたけど、やはり転出のほうが転入

をどうしても上回る状態というのが続いておりまし

て、当初計画しておりました国立社会保障・人口問

題研究所の推計、こういったものに対してマイナス

の作用をしたというふうに検証しております。 

○９番（中里純人君） 次に、新型コロナウイルス

感染症対策について伺います。 

 今、市民の皆さんの関心は、何といっても新型コ

ロナウイルス感染症です。鹿児島県もまん延防止等

重点措置が適用されまして、９月12日までの期間と

なっております。 

 市民、県民の皆さんの日常生活が非常に制限され

ているわけですが、一方では、自分や家族がいつ新

型コロナウイルスに感染するのか、また、万が一感

染したなら十分な医療が受けられるのか最も関心が

高いことから、以下、現状と対応について伺います。 

 まず、本市の感染者の推移はどのようか。変異株

の感染状況についても伺います。 

○健康増進課長（猪俣勝人君） 本市における感染

者の推移等についてであります。 

 本市の感染者につきましては、直近３か月の状況

で申しますと、６月は１名、７月は１名、８月はこ

れまでで一番多い19名の感染者が確認され、これま

でに57名の感染者が確認されたところであります。 

 変異株につきましては、１週間ごとの県の変異株

スクリーニング検査によりますと、変異株の割合が

８月13日から19日までが93.7％、８月20日から26日

までが95.3％、８月27日から９月２日までが93.8％

と高い割合となっているところであります。 

○９番（中里純人君） 都市部におきましては、自

宅療養中に容体が急変して亡くなるというような報

道がありますが、市民の皆さん方が一番心配されて

いるのは、仮に陽性と判断された場合に、自宅待機

だと容体が急変したときにすぐに医療機関に搬送で

きるのか、その保証があるのかということです。 

 伊集院保健所の医師、保健師等のスタッフの数を

含めた電話相談や健康観察などの体制は整っている

のか。現状と、感染が拡大する可能性がある中で、

今後の対応も含めて具体的な見解を伺います。 

○健康増進課長（猪俣勝人君） 感染判明後の入院

までの自宅待機中での病状急変に対する対応につい

てであります。 

 現在、県内では病床を593床、宿泊療養施設とし

て11施設の1,209室を確保しているほか、宿泊療養

施設と医療機関との中間的な施設を開所する予定と

県のほうはしております。 

 県によりますと、入院が必要な感染者は医療機関

へ即座に入院となり、無症状や軽症患者については

翌日には宿泊療養施設に入所できる体制となってい

るとのことであります。 

 入所までの自宅待機中につきましては、朝晩２回

の電話による健康観察を行うこととなっており、病

状が悪化した場合には昼夜を問わず、即座に搬送で

きる体制を取っているというところであります。 

 住民への感染防止対策の周知についてであります

が、これまで感染症の予防に関してのリーフレット

を配布したほか、広報紙やホームページ等を活用し

て感染防止の啓発を行ったところであります。 

 また、県の緊急事態宣言後については、公共施設

の利用制限を行うほか、防災無線や広報車による不

要不急の外出自粛をはじめ、マスクの着用などの感

染予防策の徹底について啓発しているところであり

ます。 

 そのほか、家庭内感染も増加していることから、

家庭内で注意すべき事項を掲載した感染防止対策の

リーフレットを配布したところであります。 

 今後も、密閉、密集、密接の３密の回避や、せき

エチケット、手洗いの励行など、一人ひとりの基本
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的な感染対策について啓発してまいりたいと考えて

おります。 

○９番（中里純人君） 次に、ワクチンの接種につ

いてですが、現在の状況について年代別に明らかに

されたい。 

 また、ワクチンが少ないという報道がありますが、

今後、希望する方への接種の見込みはどうなのか、

伺います。 

○健康増進課長（猪俣勝人君） ワクチンの接種率

についてであります。 

 医療従事者を含む９月８日時点の１回目接種率で

申しますと、全体で71.5％というふうになっており

ます。年代別で申しますと、10歳代が17.6％、20歳

代が38.7％、30歳代が44.9％、40歳代が60.1％、50

歳代が73.2％、60歳代が88.0％、そして70歳以上が

93.3％というふうになっております。 

 今後のワクチンの接種見込みにつきましては、現

在、ワクチンの供給が大幅に減少し、本市へのワク

チン供給も少なくなってきております。国から示さ

れております10月末までのワクチン供給量で接種対

象者に対する接種回数及び接種率を試算しますと約

３万8,000回分で、接種率は約75％になるというふ

うに試算しているところであります。 

○９番（中里純人君） ２学期が始まりましたが、

今のデルタ株の感染力と感染の経路から、学校での

感染拡大が心配されます。10歳以下の子どもの感染

も急増しているようです。 

 今までは大人がウイルスを家庭に持ち込み子ども

が感染するケースでしたが、学校から自宅へ持ち帰

って広がってしまうというような懸念もあります。

文部科学省からも通知が来ているようですし、学校

の休校については設置者の判断となっているようで

すが、感染拡大に対してはどのような対応をされる

のか、伺います。 

○教育長（相良一洋君） 小中学校の対応について

でございます。 

 ２学期の対応については、８月の24日、30日に臨

時校長会、９月の２日に校長研修会を開催し、学校

長へ指導するとともに、当面する課題について協議

を行ってまいりました。 

 基本的な対応としましては、これまでの感染症対

策のさらなる徹底を図ってまいります。 

 また、身体的距離を確保するため、児童生徒の間

隔を可能な限り２メートルにし、最低でも１メート

ル確保するよう座席を配置することや、感染症対策

を講じてなお感染のリスクが高い学習活動、つまり、

児童生徒が長時間近距離で対面形式となるグループ

ワークや近距離で一斉に大きな声で話す活動など、

原則として行わないようにするなどの対応を取って

おります。 

 なお、令和３年８月27日付文部科学省通知、「学

校で児童生徒等や教職員の新型コロナウイルスの感

染が確認された場合の対応ガイドラインの送付につ

いて」で、学校の臨時休業等の判断に当たっての基

準が示されております。 

 今後も国、県の動向を踏まえるとともに、他市町

村とともに随時連携を図りながら、適切な対応に努

めてまいりたいと考えております。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） 学校の対応の具体

について、少し補足をいたします。 

 まず、登下校についてですが、登下校は、現在、

通常どおりとしておりますが、感染状況に応じては

時差通学や分散登校等の実施を検討することとして

おります。 

 授業におきましては、先ほど教育長が答弁したと

おりですが、児童生徒が長時間近距離で対面形式と

なるグループワーク及び近距離で一斉に大きな声を

発する活動、例えば、音楽の歌唱指導、家庭科の調

理実習、体育における近距離で組み合ったり接触し

たりする運動などについては行わないということと

しております。 

 また、給食については、手洗い、黙食、換気、配

膳の工夫の徹底を図った上で実施しております。 

 部活動については、なるべく個人での活動とし、

少人数で実施する場合には十分な距離を空けて活動

するなど配慮して実施することとしております。な

お、練習試合等対外的な活動や、朝練習及び長時間

の活動は控えることというふうにしているところで

ございます。 

○９番（中里純人君） 次に、希望されます先生方



 
- 37 - 

へのワクチンの接種は進んでいるのかどうか。また、

ワクチン接種を希望しない児童生徒へのいじめなど

に配慮すべきと考えますが、伺います。 

○教育長（相良一洋君） 教職員のワクチンの接種

の状況についてでございます。 

 教職員は新型コロナウイルスの感染リスクが高い

ことから、本市在住者においては優先的に接種券が

送付されております。希望した教職員については、

ある程度接種が進んでいると捉えているところでご

ざいます。今後も希望する教職員のワクチン接種が

滞りなく進められるよう、情報提供や配慮に努めて

まいりたいと考えているところです。 

 また、児童生徒への配慮についてでございます。 

 ワクチン接種を希望しないことによる差別、偏見、

嫌がらせは決して許されるものではありませんので、

学校における指導が一層重要になってまいります。

まずは、ワクチン接種は強制ではなく、あくまでも

個人及び保護者の判断によるものであり、様々な事

情で接種できない場合もあるということを全校朝会

や学年朝会、学級活動などの機会に児童生徒に周知

することが重要であると考えております。また、行

事や活動において、ワクチン接種の有無による区別

は行わないことや、周囲にワクチン接種の有無を不

用意に尋ねないことなどに留意する必要があると思

います。 

 なお、児童生徒が不安や悩みを一人で抱え込まな

いように、学級担任や養護教諭等を中心としたきめ

細かな観察、健康相談、アンケート等の実施により、

児童生徒の心身の状況を的確に把握する取組を充実

してまいりたいと考えます。また、相談窓口につい

ては紹介したりするなど配慮してまいります。 

○９番（中里純人君） 秋は運動会とか文化祭、修

学旅行など学校行事が予定されているわけですが、

学校の実施基準とかはどのようになっているのか、

伺います。 

○教育長（相良一洋君） 学校行事を実施するかし

ないかの判断基準についてでございます。 

 基本的な考えとしましては、各都道府県が示す新

型コロナウイルス感染警戒レベルと、市が国の新し

い生活様式を踏まえた学校の行動基準に基づき設定

した感染レベルが判断基準となっております。 

 学校は感染状況に応じて集団感染リスクの対応を

徹底し、行事の規模や内容、方法、実施時期や時間

帯を十分検討して、教育委員会と相談した上で学校

行事開催の有無を判断するようにしております。 

 学校行事については児童生徒にとっては思い出に

残る有意義な教育活動であること等を考え、できる

限り実施に向けた検討と準備を進めつつ、感染状況

を見極め、実施の有無について適切な判断ができる

よう指導しているところでございます。 

○９番（中里純人君） 文部科学省は、今年の３月

に出した通知で、端末を持ち帰って自宅学習に役立

ててもらうための環境整備を各自治体に求めていま

す。 

 その後、７月末時点の全国の公立小中学校での端

末活用状況を公表しました。感染症の流行や大規模

災害などの非常時に自宅へ持ち帰ってオンライン授

業などに使える体制を整えていた学校は64.3％に達

する一方、準備段階の学校も31.9％あり、新型コロ

ナウイルスの感染拡大に対する備えの差が浮き彫り

となっているようです。 

 これから休校の可能性もあることから、本市では

オンライン授業の準備はできているのか、家庭での

対応はどのようになっているのか伺います。 

○教育長（相良一洋君） 臨時休業になった場合の

オンライン授業についてでございます。 

 タブレットの持ち帰りについては、通常時におい

ては原則行っておりませんが、学校休業等の緊急時

については、平常時のルールにとらわれることなく、

持ち帰って活用することとしております。 

 しかし、家庭におけるインターネット環境につい

ては、現在、小学校でおよそ14％、中学校でおよそ

９％が未整備であると把握しております。 

 したがいまして、学校休業時においては、オンラ

イン授業等が想定されておりますが、当面、インタ

ーネット環境が整っていない家庭の児童生徒は学校

に登校していただき、一教室に数名ずつ分散して配

置し、３密を避けた上で、学校でオンライン授業等

を受けてもらうことを考えております。 

 新型コロナウイルス感染症による臨時休業時にお
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いても、児童生徒の学びを止めることなく、休業期

間における学習機会を保障し、教育活動を継続して

いけるように努めてまいりたいと思います。 

○９番（中里純人君） 感染対策で登校を控える家

庭の子どもは自主休校を選択する場合があるわけで

すけれど、子どもに登校するかオンラインで授業を

受けさせるかを選択できるハイブリッド授業が、今、

広がっております。さいたま市では事前調査で小学

生の20％、中学生の約10％がオンラインを希望して

いるというようなことです。 

 保護者からは歓迎されているようですが、ハイブ

リッド授業については今後どのようなお考えなのか、

伺います。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） ハイブリッド授業

についてでございます。 

 感染症対策のため、児童生徒の半分が登校、半分

がオンライン授業という分散登校とオンラインを活

用した取組は、子どもたちの学びを止めない、その

ために有効な手段であると捉えております。 

 ハイブリッド授業を効果的に進めていくためには、

まずはＷｉ－Ｆｉ環境の整備とともに、オンライン

授業の進め方や機器、ソフトの使い方に教師も児童

生徒も慣れておく必要があるかと思います。 

 市教育委員会としましては、本年度新規事業とし

て市ＩＣＴスキル向上研修会を開催しまして、年３

回実施しております。これまでに２回実施しまして、

外部講師を招聘した研修を行っております。市内の

教職員のＩＣＴスキルの向上に努めているところで

す。また、希望する市内の小中学校の教職員を会員

としたＩＣＴ教育研究会では、一人１台タブレット

端末の利活用についての実践発表や情報交換などに

も取り組んでおります。 

 タブレット端末の持ち帰り等を含む教育情報セキ

ュリティに関する基本方針や対策基準について今年

度中に策定し、緊急時におけるハイブリッド授業な

どについても研究してまいりたいと思います。 

○９番（中里純人君） 学校行事の見直しがある中

で、オンラインでの授業参観に取り組んでいる学校

もあるようです。学校では授業の様子をＺｏｏｍア

プリを使って配信します。それを保護者や家族は自

宅などでパソコンやスマートフォンで勉強する子ど

もを見守ることができます。 

 本市におきましても秋の教育週間に学校を開放し

て家族や地域の皆様に学校に足を運んでいただいて

おりますが、このような取組はいかがか、伺います。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） 11月にございます

県民週間でございますが、そのときにそのような活

用をしてはどうかという御提案でございますけれど

も、そのことに関しましても、今後、タブレット端

末の持ち帰り等に向けての整備を進めていきつつ研

究してまいりたいと思います。 

○９番（中里純人君） 昨日の報道で、感染が拡大

している都市部の小学校では、給食を食べる時間を

短くするために簡易給食を取り入れているそうです。

おかずを一品減らしたり、コッペパンと牛乳、プリ

ンだけのメニューで、子どもたちはおなかがいっぱ

いになるのか心配ですが、本市では通常のメニュー

であるとお聞きしまして安心しました。 

 学校では、基本対策のマスク、手洗い、３密の回

避とともに、授業時間の確保、学校行事など様々な

対応が求められ、校長はじめ教職員の皆様も御苦労

が多いと思います。学ぶことを保障するとともに、

感染を防ぐことを目指してほしいものです。 

 次の質問に移ります。 

 キオビエダシャク対策についてであります。 

 本年は町中の至るところで、羽が紺色で黄色い模

様がありイヌマキの害虫であるキオビエダシャクが

大量発生して飛び交い、市民の皆様から、「車の運

転やウオーキング時に気になる」とか、「自分の家

では薬剤を散布しても公園や近所が手つかずで効果

が少ない」といった声をお聞きします。 

 各自治体のホームページにも、幼虫の早期発見と

薬剤による防除について呼びかけがあるようです。

７月下旬の新聞報道では、南さつま市ではイヌマキ

が市の木に指定されていて、小湊地区では害虫防除

用に市が薬剤配布しているものの、高齢者が多く、

手が回らずに放置されたままの木が多いため、村づ

くり委員会で共同防除したということです。 

 本市のキオビエダシャクの発生状況並びにイヌマ

キへの被害はどのような状況なのか、市民の皆様か
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らはどのような御意見があるのか、伺います。 

○農政課長（下池裕美君） キオビエダシャクは、

主に幼虫期にマキ科のイヌマキ、ナギの葉を食べる

害虫であります。毎年５月から12月までの間に現れ

ますが、市内を見回すところ、人家の壁木や公園な

どにおいて、今年は例年に比べ大量に発生している

状況にあります。この大量発生の要因といたしまし

ては、暖冬の影響からさなぎが越冬したことが一因

ではないかと考えているところでございます。 

 今年度に入りまして、10件を超える市民からの問

合せが来ております。内容といたしましては駆除す

る際の薬剤の問合せが多く、中には「自分で駆除が

できない。どうすればよいのか」といった方もいら

っしゃいました。その際は、造園業者等を紹介して

対応しているところでございます。 

○９番（中里純人君） キオビエダシャクの幼虫が

食べるイヌマキなどには毒性の物質があって、野鳥

はこの幼虫を食べないことから天敵がいないという

ことです。また、成虫ではなく幼虫を駆除しないと

効果がないようです。 

 対策についてですが、県内の自治体では薬剤の無

料配布や噴霧器の貸出しなどを行っているところも

あるようですが、本市ではどのようにお考えなのか、

伺います。 

○農政課長（下池裕美君） まず、発生した場合の

対処方法についてであります。 

 発生時期になったら定期的に木を観察していただ

き、時に木を揺らしたりといったような対応もして

いただきながら幼虫の発生を確認していただき、イ

ヌマキの木の全体に薬剤がかかるように薬剤散布を

していただくようお願いをしているところです。こ

の作業を年に数回行うことが有効的な防除方法であ

ると考えているところです。 

 また、今年度におきまして、他市の取組として、

議員仰せのように、駆除薬剤の無料の配布であった

り散布用の噴霧器の貸出しをしている自治体もござ

います。対象となる自治体においては、公民館など

の広範囲にわたる共同での作業といったようなもの

が対象となり、噴霧器の貸出しや薬剤の配布といっ

たような対応をしている状況でございます。 

 本市におきましては、広域での共同作業が効率的

ではあるとは思いますが、被害の状況によりまして

タイミングよく駆除することがより効果的と考えて

おりまして、現在では対応は検討していないところ

でございます。 

○９番（中里純人君） 市民の皆様からは公園の周

辺に成虫が飛び交っているというようなことをお聞

きしますが、指定管理者の駆除についてはどのよう

な状況なのか、伺います。 

○都市建設課長（吉見和幸君） 公園の被害状況と

対策についてでございます。 

 今年度は、照島東公園、住吉公園、中央公園、光

神免公園、市口公園、駅下公園、塩田第３公園、郷

之原第１公園の８公園においてキオビエダシャクの

被害を確認しております。 

 対策につきましては、指定管理者により、５月か

ら現在までに、照島東公園をはじめ、住吉公園、中

央公園、光神免公園、市口公園で５回、塩田第３公

園で３回、駅下公園で２回、郷之原第１公園で１回

の薬剤散布を行いまして、駆除を行っているところ

です。 

○９番（中里純人君） 各自治体ではホームページ

などでキオビエダシャクの生態や駆除方法について

情報提供されておりますが、本市ではどうなのか。

地域で一斉に駆除しないと効果が少ないので、広報

紙等で市民の皆様へ取り組むように働きかけをした

らどうか、伺います。 

○農政課長（下池裕美君） 市民への周知等につき

ましては、現在、防除方法等についておしらせ版、

これは５月６日号でありますが、害虫の発生時期、

薬剤の名称及び希釈など掲載をして周知を図ってお

ります。また、直接問合せ等があった際にも同様に

対応しているところでございます。 

 今後も防除方法等について市のホームページ並び

に広報紙へ掲載し、周知に努めてまいりたいと考え

ております。 

○９番（中里純人君） 駆除については御近所でも

いろいろ温度差がありまして、なかなか一斉にとい

うことは出来かねないと思いますが、今おっしゃっ

たように、ホームページ、広報紙等で市で呼びかけ
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ていただいたら、また地域での合同の駆除ができる

のではないかと思いますので、引き続きお願いした

いと思います。 

 以上で質問終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、西別府治議員の発

言を許します。 

   ［11番西別府 治君登壇］ 

○11番（西別府 治君） 勇退をされます田畑市長、

思い起こせば18年ちょっとです。一緒に議会活動を

させていただいたことを感謝申し上げまして、一般

質問をさせていただきます。 

 世界のどの国も経験したことのない高齢化率４割

の進展、人口減少、高齢化がさらに進むため、特に

地方都市には、地域の活力を維持し、医療、福祉、

商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮ら

せるよう、コンパクトなまちづくりを進めることが

重要であります。 

 国土交通省のグランドデザイン2050では、質の高

いサービスを効率的に提供するため、コンパクト・

プラス・ネットワークによりスマートウエルネスシ

ティの実現が不可欠であると定義しております。 

 そこで、コンパクト・プラス・ネットワークの立

地適性化計画についてですが、立地適正化計画の進

捗状況について伺います。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 西別府治議員の御質問にお

答えいたします。 

 立地適正化計画は、急速な人口の減少と高齢化が

進む中、市街地の低密度化や地域活力の低下が懸念

されるとともに、医療、福祉、子育て支援など、行

政サービスの提供が困難になることが予想されるこ

とから、平成26年８月に都市再生特別措置法が改正

され、立地適正化計画を策定することができるよう

になりました。 

 立地適正化計画は、都市計画区域を対象に都市機

能誘導区域及び居住誘導区域を設定をし、公共交通

等、様々な都市機能の誘導により、都市全体を見渡

した市町村のマスタープランの一部として位置づけ

られるものであります。 

 本市は駅を中心とした市街地形成が既になされて

いることから、立地適正化計画案では既存の都市機

能施設を利用して居住誘導区域を基本的に用途区域

内に限り想定をしております。また、三つの駅や各

バス停を中心に徒歩で移動できるような公共交通の

ネットワークを形成するまちづくり計画を現在策定

中であります。 

 なお、立地適正化計画はおおむね20年後を目標年

次とし、急激な都市部への集中を促すものではなく、

計画区域外に配慮し、緩やかに誘導する仕組みを用

意し、便利で快適な生活環境の整ったコンパクトシ

ティ・プラス・ネットワークのまちづくりを推進し

てまいります。 

○11番（西別府 治君） 行政サービスの低下とい

うのが非常に心配をされている状況であります。そ

の中において本市は、市長が今答弁いただきました

けど、いわゆる都市構造評価というんですかね、そ

れの中での人口密度が用途指定地域は割と高いんじ

ゃないかと。高いと。それから、一定の人口集積も

図られているということでございますので、ここら

辺りの本市の既存ストックというのを活かしながら、

もっと事業展開を進めていただくことを考えながら、

次の質問でございます。 

 相互の交流の中、いわゆる生活拠点と誘導区域で

すね、ここら辺りの取扱いにつきましては、ゆっく

りと緩やかな関係の中で進めていくんだということ

をおっしゃっておられます。相互の交流の中で補完

し合い、活力を維持・創出する16地区の生活拠点と

誘導区域の連携について伺います。 

○都市建設課長（吉見和幸君） 16地区の地域生活

拠点と誘導区域の連携につきましては、交流センタ

ーがあるそれぞれのまちづくり協議会と連携し、通

勤、通学、通院、買物等の市民生活を支えるため、

コミュニティ交通システムが重要であると考えてお

ります。 

 このため、コミュニティバス及び乗り合いタクシ

ーによる誘導区域へのアクセスや、誘導区域内にお

ける公共交通ネットワークの形成を図り、効率的で

利便性の高い運行サービスを行うことで、交流セン

ターを中心とした拠点づくりを進めてまいりたいと

考えているところです。 
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○11番（西別府 治君） 持続可能な公共交通のネ

ットワークという答弁がございました。まさしくそ

れになっていくのかなというふうに考えております。 

 海とまちと山の恵まれた自然環境であります。そ

の中で食の文化というのを本市は、魅力をつくり出

しながらまちづくりが展開をされているわけでござ

います。 

 既に行われました立地計画の調査研究、この中に、

こういうアンケートの結果がございます。歩いて暮

らせる便利なまちに住みたいという意向、これが一

番多いそうであります。そしてまた、「子どもや孫

にはどうですか」ということをお聞きしたら、「先

祖代々の土地を守ってほしいという思いもあるが、

人口減少等により、便利な地区に暮らすことへの意

向が非常に高い」ということでございます。 

 私たちが一番考えていかなければならないのは、

よく言われます、誘導区域だけに人口が集中して、

生活拠点16地区、そこら辺りがおろそかになるんじ

ゃないかなということが懸念されるわけですが、公

共交通のネットワーク等を入れながら、住んでいた

だく時間というのを長くつくっていくことがこの大

きな柱になってくるのではないかなということでご

ざいます。 

 アンケートによれば、どうしても歩いて暮らせる

ところがいいよねというのが結果であるそうでござ

います。今後とも、市長も答弁がありましたけど、

緩やかな環境の変化というのを続けながら進めてい

くということでございます。 

 例えば、市長、冠岳小学校の閉校とかいろいろあ

ります。そこら辺りも今後大きな力がかかってくる

だろうと。ネットワークのつくり方、そしてまた、

計画の在り方で進められていくんだろうなというこ

とを考えておりますので、今後ともまた進めていた

だきたいと思います。 

 市長も答弁いただきましたけど、本市は三つの駅

を中心に、生活機能が集中した比較的コンパクトな

都市機能があるということでございます。立地適正

化計画を活用したまちづくり戦略について伺います。 

○市長（田畑誠一君） 本市では、今後ますます人

口減少が著しく進んでいくものと予測をしておりま

す。人口減少が進行すると、市街地における人口密

度や地域の活力の低下が懸念されます。また、併せ

て財政状況も厳しくなる見込みであり、医療や子育

て支援などの福祉、道路や下水道などの住環境整備、

さらには教育などの行政サービスの提供もままなら

なくなることが予想をされます。 

 将来のこうした予測に対処するため、都市構造を

見直し、コンパクトなまちづくりをするとともに、

羽島、荒川、旭、生福、冠岳、川上地区といった市

街地から離れた地区の拠点間を公共交通によるネッ

トワークで構築していく必要があります。 

 今後、この立地適正化計画を踏まえ、郊外に住む

方々に配慮しながら、先ほどから西別府議員言われ

ておりますが、緩やかに都市計画区域内に居住や都

市機能を誘導しつつ、効率的で効果的なまちづくり

を進めることとしており、人口が減少し都市の規模

が縮小しても、そこに住む市民が豊かで住み続けた

い、あるいは住んでいてよかったと思うようなまち

づくりに努めてまいりたいと考えております。 

○11番（西別府 治君） ネットワーク交通、フィ

ーダー系統、これの充実を図っていかないといけな

いわけです。これにつきましても様々なことを検討

されながら進んでいるということをお伺いしており

ますので、進めていただきたいと思っております。 

 現在、永田町では総裁選が進行中であります。そ

の中でもう一つ、来年度の予算の概算要求というの

も進んでおりまして、この中で三つの基本方針とい

うのがございます。気候変動と強靱な国土づくり、

それと、ポストコロナと経済対策、３番目が豊かで

活力ある地方づくりの地方創生ということでござい

ます。 

 市長が18年ちょっと前から進められておりますコ

ンパクトシティ、これが来年度予算で計上されてお

ります。まだ要求ですけれどね。こういう名目です。

コンパクトで歩いて暮らせるゆとりと賑わいのある

まちづくりということで、1,700億円予算がついて

おります。これは、前年度に対しての２倍以上の予

算がついているそうであります。 

 本市が、市長が政策として培ってきた、先駆けて

こられたことの、今、本当に国自体がそういったこ
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とを予算化していく流れになっているんだなという

ことを思うことであります。これからもこの立地適

正化を含めたまちづくり、頑張っていただきたいと

いうふうに考えます。 

 次に、入ります。 

 新学習指導要領が始まり、子どもたちには様々な

環境の変化が起こっています。 

 英語教育の推進についてですが、英語教育の現状

について伺います。 

○教育長（相良一洋君） 英語教育の現状について

でございます。 

 新学習指導要領では、英語によるコミュニケーシ

ョン能力を確実に育成することを目標にしています。

小中高の各学校段階の学びを持続させる、接続させ

るとともに、外国語を使って何ができるようになる

かを明確にするという観点から、各学校段階での目

標を設定しております。 

 小学校中学年外国語活動では、聞くこと、話すこ

とを中心に、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親

しませることや、コミュニケーションに対する積極

的な態度の育成を目指しています。小学校高学年外

国語科では、系統性を持たせた教科として位置づけ

られ、段階的に読むこと、書くことも取り入れ、身

近で簡単な事柄について考えや気持ちを伝え合うな

ど、慣れ親しむから一歩進んで、活用する、定着さ

せることを目指しています。中学校英語科では、授

業を英語で行うことを基本としながら、対話的な言

語活動を重視するとともに、学習した語彙、表現等

を実際に活用する活動を充実させ、コミュニケーシ

ョン能力を育成することを目指しております。 

○11番（西別府 治君） 英語教育のいわゆる根本

的な変化というのがございまして、コミュニケーシ

ョンづくりをやっていく、このことが小中に共通し

た項目ではないかなというふうに考えております。 

 新学習指導要領が始まりまして、小学校の低学年

からもう英語が入ってきます。高学年ではもう通信

簿に書かれる学科ですかね、としてなっていくわけ

でございます。 

 そういう中において、今、問われているのが、言

語活動が新学習指導要領では定義されて重要視され

ております。小学校の言語活動の目指す方向につい

て伺います。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） 小学校の言語活動

の目指す方向性等についてでございます。 

 外国語の学習における言語活動とは、実際に英語

を使って互いの意見や考えを、あるいは気持ちなど

を伝え合う活動を意味しております。小学校中学年

外国語活動における言語活動では、児童が興味関心

を持つ内容を扱い、聞いたり話したりする必然性の

ある体験的な活動を設定しています。小学校高学年

外国語科における言語活動では、児童が言語活動の

目的や言語の使用場面を意識できるよう、具体的な

課題等を設定し、必要な言語材料を活用できるよう

にしています。 

 外国語学習における言語活動は、実際のコミュニ

ケーションの場面で適切に英語を運用できるように

なることを目指して行われるべきものであり、単に

言語材料について理解したり練習したりする活動と

は区別されています。しかしながら、言語活動に入

る前には重要表現の口頭練習などを繰り返し、十分

に習熟を図ることも極めて大切なステップとなりま

す。この習熟の場が不足しますと、一見、子どもは

活発に活動しているように見えても、実際は何とな

く楽しかったという感覚だけが残り、つけるべき力

が十分についていないという結果にもつながりかね

ません。したがいまして、十分に習熟を図った上で、

様々な場面設定を行い、言語活動を充実させること

で、子どもたちに真の英語力が身につくと考えます。 

○11番（西別府 治君） 言語活動につきましては

早くから要領の中にはあったわけです。今回定義さ

れているということは、それだけ何か違ってきてい

る。今、詳しく説明がございましたように、子ども

たちが外国人に対して照れたり物おじせず、そして、

進んで英語でコミュニケーションを図ることがやっ

ぱり必要だよねと。口慣らしでいわゆる練習とか指

導とかそういうのは今までやってたけど、それじゃ

ないよねということをやらないといけないというこ

とですね。それから、分からないことが多少あって

も粘り強く子どもたちが英語でコミュニケーション

を続けていける、このことが言語活動全てじゃない
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かなということがあります。 

 こういったことを、先生方も大変でしょうけど、

また、コロナ禍での状況というのも考えたりすれば

なかなか難しいでしょうけど、ただ、これをやらな

いと進めていけない部分というのがたくさんありま

すので、頑張っていただきたいと思います。 

 言語活動が定義された英語教育の子どもたちの早

め早めの習熟度、どのくらい習熟しているのかな、

自分自身がというので認識が望まれるわけですが、

全国の市町村、また、研究校が活用している英検ジ

ュニアのオンライン版の学習体制について伺います。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） 英検ジュニアオン

ライン版を活用した学習についてでございます。 

 リスニング力、聞く力を測る形式の英検ジュニア

は小学校の外国語教育の内容に非常に適しており、

成績が合否ではなく正答率で示され、子どもの英語

学習への意欲づけが図られる点で大変効果があると

考えます。また、英検ジュニアオンライン版を導入

すると、学校でも家庭でもドリルで多くの語彙や表

現を聞き、ゲーム感覚で楽しく点検することができ、

達成度数値で自分の学習進度を確認することもでき

ます。また、教員が自分のパソコンで児童の学習状

況を確認することもでき、日頃の学習成果を適切に

評価することもできます。 

 現在、学校においては、パフォーマンステストや

ポートフォリオ評価などにより、教師はもちろん、

児童生徒自身も自分の英語学習の伸びや成果を実感

できるような評価の工夫に取り組んでいるところで

あります。まずは、現在学校で行っているこの評価

の質をより高められるような取組を強化しながら、

英検ジュニアの活用についても研究してまいりたい

と思います。 

○11番（西別府 治君） 読む、書くというのが入

ってきましたね。要領の中で。ですから、今までや

っていたいわゆる可視化という部分では、恐らく足

りてこないだろうなというのが実態であると考える

ところであります。 

 それから、説明がありましたように、リアルタイ

ムでどんどんどんどんできます。専門用語で言いま

すとＥラーニングといいますけど、インターネット

を介してすぐ、自分が何を間違っていたかというこ

となんかも全部分かっていきます。そしてまた、習

熟度についても分かっていくわけでございますので、

ここら辺りは、今、研究ということでございました

けど、これは必須として恐らくなってくるだろうな

というふうに考えておりますので、今までとは違う、

いわゆる読むと書くが入ってきた、このことが子ど

もたちには大きな変化につながっているよというこ

とでございますので、ウェブによる活用を期待をし

たいと思っております。 

 次に、2020年度の大学入試試験で、民間試験の活

用が中止されました。その根拠は、書く、話す、こ

の測定の客観性が記述問題の中で全員に担保されな

いということで、いわゆる入試の公平性を失うこと

が危惧されたためでございます。 

 中学校での学習状況の可視化にこれはつながって

くると思うんですが、中学校での学習状況の可視化

について伺います。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） 中学校での英語学

習の学習状況の可視化についてでございます。 

 生徒の学習状況を把握するためには評価の工夫が

必要不可欠です。聞く、話す、読む、書く、中学校

においてはこの「話す」が、今回、やり取りという

のも含まれるようになってまいりましたが、その４

技能を総合的に評価できる評価問題の工夫等により、

教員が生徒の英語力を正確に把握するとともに、一

人ひとりの学習状況に即して個を活かす指導の充実

が図られるよう、学校への指導を行っているところ

です。 

 さらに本県では、県内全中学校を対象に、今年度

から３年間、公益財団法人日本英語検定協会の英検

ＩＢＡというものを活用した英語能力育成事業を実

施しております。これは、英検ＩＢＡを活用して生

徒に日頃の学習成果を実感させるとともに、教員の

さらなる授業力向上、授業改善に寄与することを目

的としているものであります。 

 この英検ＩＢＡは、通常の英語検定のように資格

としては認められないものの、生徒本人の英語力レ

ベルが判定され、今の自分の英語の能力を技能別に

把握できるようになっております。本市の中学校５
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校でも年１回受験することになっているところでご

ざいます。 

○11番（西別府 治君） 教育長、三つの可視化で

すね。４技能、そしてまた学習状況、それからＩＣ

Ｔの活用で学びの姿、この三つの可視化であります。 

 今、少しＩＢＡの説明もありましたけど、やはり

最終的な答えは、英語のことも含めて、楽しく分か

る授業、これになっていくのかなというふうに思い

ます。 

 ですから、年１回ということでありますけど、そ

れはリアルタイムで勉強の度合いによったり分から

なくなったりする部分というのも出てくるわけです

ね。それをこの三つの可視化をいかに入れながら、

教師も、児童も生徒も分かることが私は必要になっ

てくるんじゃないかなというふうに考えます。いか

がですか、教育長。 

○教育長（相良一洋君） 見える化、可視化、そし

ていろんなコミュニケーション能力を図るというこ

とでは、伝え合う力がないと社会に出たときにそれ

が応用的に利かないというようなことは本当にある

かと思います。 

 教育の中では授業の、今、改善を図っております

けれども、こういう伝え合う、学び合う、そういう

主体的で対話的な活動の場というのを本当に繰り返

し繰り返し保障しながら、子どもたちが英語科の中

でも、また、英語活動の中でもたゆまずこういう繰

り返し繰り返し学ぶ姿勢をつけていかないといけな

いだろうと思います。やはり練習ドリルだと思いま

す。これが子どもたちに少しずつ蓄えられて、生き

る力として備わっていくんじゃないかなと考えてお

ります。 

○11番（西別府 治君） スピーキングの脆弱性と

いいますか、日本人は特に、話す、書くということ

がものすごく不得意らしいですね。らしいです。ま

た、そうだと思います。そこら辺りが一つの、先ほ

ど申しました、楽しく分かる授業にかけ離れていく

ことかもしれません。あると思います。 

 ですから、繰り返しいろんなことをおっしゃって

おりますけど、じゃあ、どうなのと。アメリカであ

ったり英語圏のところはそういうことはしなくてい

いですけれど、ヨーロッパなんか違うじゃないです

か、言葉が。その中で英語の物差しというのがある

わけですね。それが、教育長は御存じだと思うんで

すけれど、ＣＥＦＲ、判定していきますね。ここら

辺りが一つの大きな分岐点かなと。 

 不得意な日本人が世界標準に合わせたところの自

分の位置というのを理解をしていくことが必要であ

るわけです。そしてまた、このＣＥＦＲは、教育長

も御存じですけれど、文部科学省が定めました新学

習指導要領における英語の評価指標として使われて

おります。もう既に使われているわけです。ですか

ら、そのくらい大きな変化があるわけです。そこら

辺りを、何と申しますかね、取り入れるのはもう当

然でしょうけど、三つの可視化、ここら辺りが充実

をされていかれることが大切かなというふうに考え

ております。 

 少し長くなりますけど、私は中学校の英語はビジ

ネス英語に最も近づいていく、そしてまた、基礎と

なる部分、このことが構築されないといけないこと

だというふうに考えます。ですから、ここら辺りの

ＣＥＦＲなんかも入れながら、私はやっていく必要

があるというふうに考えております。これは文部科

学省がもう設定をしておりますから。 

 そこで、今のＣＥＦＲですけれど、世界共通の言

語能力レベルを活用したＣＥＦＲ、英語力をより効

果的に高める、読む、書く、話す、聞くの４技能を

問う検定、中学校３年生ですけれど、英語検定のＧ

ＴＥＣというのをやっていく必要があるんじゃない

かなということでお伺いいたします。 

○学校教育課長（藏薗孝一君） 中学校３年生を対

象にした英語４技能検定、ＧＴＥＣの導入について

でございます。 

 ＧＴＥＣは、授業で学んだ知識を活用する力、実

際に英語でコミュニケーションを取ることができる

力の習熟度を測定できる英語の技能検定であり、こ

れにより生徒は授業で学んだ英語を実際に使う力が

どのぐらいついているかといったことについて実感

できるものと考えております。ＧＴＥＣにより、生

徒一人ひとりの英語力や教師の指導の成果を経年変

化で捉え、生徒の学習改善や教師自身の授業改善に
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活かすこともできます。 

 本市では今年度、先ほど申し上げました英検ＩＢ

Ａを導入いたしますが、これにもＧＴＥＣと同様の

教育的効果があると捉えております。さらに県では、

英検協会が運用するスタディギア ｆｏｒ ＥＩＫ

ＥＮベーシックについても、現在、学校での活用に

向けての準備を進めているところであります。この

ようなものを使用することによって、パソコンやタ

ブレット端末で個別の学習を進めていくこともでき

ます。 

 まずはこれらの取組を充実させながら、議員御指

摘のとおり、ＧＴＥＣ、あるいはＣＥＦＲ、そうい

う世界レベルでの評価指標、そういったものをしっ

かり考えていかなければならないと、大変私も同感

でございます。そういったところも念頭に置きなが

ら、また研究を重ねてまいりたいと思います。 

○11番（西別府 治君） 教育長、これはＣＥＦＲ

のＡ１レベルですよね。ちょっと専門的な話になり

ますけど、一番低いところなんですけれど、文部科

学省は生徒の割合を50％以上にしてくれと言ってい

ます。決まっているんですよ。でしょう。決まって

いるんですね。ＩＢＡもいいですよ、それ。含めた

中でいいですけれど、問題はこの世界レベルに到達

しないといけないよねというふうに文部科学省はや

っているわけです。 

 教育長、そこら辺りをやらないと、その後へ書い

てありますけどね、ＧＴＥＣの部分については。各

校で分析したデータに基づき、英語の指導内容、工

夫、改善を行う。各校でですよ。子どもたちの育っ

た環境、いろいろあります。それから、一人ひとり

の英語運用能力及び英語を使ってできることの把握、

認識。一人ひとり。使ってできることですね。話す

こと、そういうこと。そして、本市の教育委員会と

して英語をどのように進めていくかというのの明確

な指針として見えるそうであります。即答はなかな

か大変ではあるでしょうが、国全体がこの流れの中

で動いているわけでございます。担当課長は研究と

いうことでございますが、教育長、また様々なこと

を考えていただかなければならないと思います。 

 そういう中で、今回の教育改革は、英語ですけれ

ど、子どもたちがこれから社会で生きていくために

必要な資質、能力を育むため、学習指導要領の改訂、

大学入試の改革、そして英語改革、それから、国語、

数学、理科、社会、これは大きな変化はないそうで

す。大きな変化。まあ、幾らかはあります。本が厚

くなったりとかありますけど、英語だけが先ほどか

ら話をしている大きな変化であります。ここを十分

に理解をして、様々なことを進めていただけたらと

思っています。 

 それから、市長、本市は英語のまち推進事業、こ

れはもう早くから取り組みまして、やっております。

世界に羽ばたく子どもたちをつくるんだということ

も含めながらやっております。グローバルな人材が

出て、また、子どもたちが勉強して大きな成果を上

げております。 

 今後の方向性について、使える英語を目指すとい

うことで、御答弁をお願いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 東京オリンピック・パラリ

ンピック、非常に盛大に厳粛に開催をされました。

世界の平和の祭典であり、スポーツの祭典である。

そしてまた、世界中の人たちが手をつなぐ祭典でも

あります。その東京オリンピックでもいろんな案内

をされますが、それは英語であります。世の中どん

どんどんどん進んで各地域発展をしてきております

けど、やはり世界の共通語は英語であります。 

 そういった意味で、小学校、中学校のときから英

語教育、つまり、特にその中の語学力といいますか、

聞く、話す力を身につけることが大事だということ

を先ほどから教育委員会と答弁を繰り返しておりま

すが、英語はまさに大切であります。 

 例えば、国で産業を興すにも、貿易を盛んにする

にも、それから教育力を高めるにも、スポーツで世

界の各国の皆さんとしのぎを削る、それはやっぱり

基本は何といいましても話したことが理解してもら

えなきゃいけない。その共通語は英語ですから、こ

れは僕は変わらないと思うんですね。 

 本市は昔から、生福地域の皆さん方がアメリカに

移住をされたとか、それから、19名の志士たちがイ

ギリスへ渡ったとか、今、国際化社会と言いますけ

れども、そういった意味では本市は非常に、他市に
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例のない、まさにパイオニアだと思っております。

もっと古くを言ったら、伝説ですけれども、秦の始

皇帝が来たとか、冠岳、そういった意味でまさに世

界に羽ばたく先駆者だったと私は思っております。 

 そういった意味も加えて、先ほどから力説をして

おられますように、英語が共通語であって、一言で

言ったら英語が全てだと言っても決して過言でない

と思うんですね。そういった意味で、英語のまちと

いうのを打ち立てて、教育委員会を中心にそれぞれ

指導をしていただいております。 

 そこで、今の本市の状況をちょっと話をしますと、

本市は、言われましたとおり、英語のまちとして児

童生徒の英語力の向上を目指すとともに、英語に親

しめる環境整備を行っているところであります。地

域においても、例えば、羽島地区で行われる黎明祭

には陣羽織を着て薩摩藩英国留学生に扮した羽島小

中学生が、鹿児島弁と流暢な英語で留学生を毎年紹

介しています。ノー原稿です、みんな。 

 これは前の話ですけれど、前、知事をお勤めにな

っておられた伊藤知事さん、ちょうどその日も下迫

田議長さんでしたが、黎明祭をしたときに来られま

した。そのときに、中学生が一人ひとりに扮して英

語でばーっとやるんですね。全部ノー原稿です。も

うそれは、伊藤知事がすごく褒められました。だか

ら、そういったことで、そういう活動をしておると

ころもあって、市を挙げて英語教育の振興に力を入

れております。 

 今を生きる子どもたちにこの留学生のような、勇

敢な先達の思いを胸に、再びこの地から、21世紀の

夢と志を持って、グローバルな社会の中において自

らの力で羽ばたいていく資質、能力を身につけなけ

ればなりません。それには、基本はやはり英語力で

す。英会話力です。そのためには学校における英語

教育を充実させることが極めて重要であります。今、

教室で教えることが世界につながる、これが英語教

育の大きな魅力だと思います。つまり、英語は共通

語です。世界の共通語です。 

 本市の先生方は、英語教育への情熱、パッション

といいますか、使命感のミッションを持って、具体

的な行動を起こすアクションを起こして、いちき串

木野の子どもたちの英語力向上に尽力なさっておら

れます。これからも大いに期待をしているところで

あり、世界に羽ばたく子どもたちを育ててほしいと。

子どもたちに夢を持たせてほしい。この間のオリン

ピック・パラリンピック、片方の翼で飛ぶんだとい

う、私はもう非常に感動しました。ああいう世界に

羽ばたくような子どもたちを、英語力をもってこれ

からも指導していただきたいというふうに期待をし

ております。 

○11番（西別府 治君） 市長、18年前、合併をす

るかせんかということでいろいろありまして、合併

しましたね。16年。そのときに、このコンパクトな

まちというのが非常に抵抗があるということで言わ

れましたね。言われました。 

 ただ、今現在、国のほうも予算を見てみますと、

最終的にはこのまちづくりをするのが地方都市の役

割だというぐらいまで変わってきました。私は間違

っていなかったんだろう、また、正解だったという

ふうに考えております。そしてまた、市長が進めら

れていますこの英語。こんだけ文部科学省が流れを

変えてきました。もうグローバルな人材を育ててい

くためには、今、黎明の子どもたちができるような

ことを全部ができるようになっていかないといけな

い。そういったことが確実に何年後かには来ると思

います。インターネットの活用によってものすごい

速いスピードで動いてまいりますから、教育委員会

のほうもそれなりのことはもう重々やられていくと

思います。市長、勇退されてもそういった流れの中

は、ぜひ先見を見る目、そしてまた、実行していく

力、サポートをしていただけたらというふうに考え

ておりますが、いかがですか。 

○市長（田畑誠一君） 私の進退云々にかかわらず、

長嶋選手じゃないですけれど本市は未来永劫ですか

ら、そういった熱い思いで英語力も大いに高めなが

ら、そしてまた、人口減少に対応する、国土交通省

も示しておりますが、最初に立地適正化計画、これ、

イコールコンパクトシティの充実ということですよ。

そういったことを目指して市民一丸となって今後も

取り組んでいくべきだと考えております。 

○11番（西別府 治君） これで全ての質問を終わ
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ります。 

○議長（下迫田良信君） 以上で本日の日程は終了

しました。 

────────────── 

   △散  会 

○議長（下迫田良信君） 本日はこれで散会をいた

します。お疲れさまでした。 

         散会 午後２時44分 

 


